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2℃に抑えるシナリオでも2040年頃には降雨量が約1.1倍、
流量が1.2倍、洪水発生頻度が2倍になると試算
現行の河川整備計画が完了したとしても治水安全度は目減り
グリーンインフラやカーボンニュートラルへの対応
インフラDX等の技術の進展

○ 気候変動の影響により当面の目標としている治水安全度が目減りすることを踏まえ、流域治水の取組を加速
化・深化させる。このために必要な取組を反映し『流域治水プロジェクト2.0』に更新する。

現状・課題 必要な対応

流量

期間

目標とする
完了時期

現在

気候変動下においても、目標とする治水安全度を
現行の計画と同じ完了時期までに達成する
あらゆる関係者による、様々な手法を活用した、
対策の一層の充実を図り、流域治水協議会等の関
係者間で共有する。

必要な対応のイメージ

気候変動
シナリオ

降雨量
（河川整備の基本とする洪水規模）

２℃上昇 約1.1倍

全国の平均的な
傾向【試算結果】

流量

約1.2倍

降雨量が約1.1倍となった場合

様々な手法の活用イメージ

同じ治水安全度を確保するためには、
目標流量を1.2倍に引き上げる必要

同じ治水安全度

＝

＜気候変動に対応し
た計画＞
6000トン

（50年に一度の洪水）

＜現行計画＞
5000トン

（50年に一度の洪水）

◆治水施設の多面的機能の活用
・平時における遊水地内の利活用
・MIZBEステーションの整備
（防災×賑わい創出）

◆溢れることも考慮した減災対策の推進
・粘り強い河川堤防の整備
・貯留機能保全地域における、
家屋のかさ上げ・移転

◆インフラDX等の新技術の活用
・洪水予測の高度化
・浸水センサの導入
・ドローンによる河川管理の
高度化・効率化

◆治水施設の多面的機能の活用
・ハイブリッドダムの取組推進

※現行の計画と同じ完了時期までに目標とする治水安全度を達成するため、
様々な手法を活用し、集中的に整備を進めることが必要

流域治水プロジェクト2.0
～流域治水の加速化・深化～

⇒現在の河川整備計画に基づく対策や流域における各取組を推進するとともに、気候変動を踏まえて追加で必要となる
対策案の詳細については、更に議論を深めていく。 2



気候変動に伴う水害リスクの増大
・昭和22年8月洪水に対し、気候変動(2℃上昇時)の降雨量増加を考慮した雨量1.1倍となる規模の洪水が発生した場合、馬淵川流域では浸
水世帯数が約7,000世帯(現況の約170倍)になると想定され、事業の実施により、浸水被害が解消される。

（１）気候変動に伴う水害リスクの増大

（２）水害リスクを踏まえた各主体の主な対策と目標

【目標】気候変動による降水量増加後の昭和22年8月洪水規模に対する安全の確保

気候変動

＜現況＞ ＜気候変動考慮（1.1倍）＞ ＜対策後＞

浸水世帯数
約7,000世帯

浸水世帯数
約0世帯

対策後リスク
増大

【目標①】
ＫＰＩ：浸水世帯数

約7,000世帯→約0世帯

対策後現況

浸水世帯数
約40世帯

河道掘削等の
ハード整備に
加え、下記に

示すソフト対策
・流域対策等
も一緒に推進

 

種別 実施主体 目的・効果 追加対策 期間 

氾濫を防ぐ・減らす 

国 河道掘削により約 7,000 世帯の浸水被害を解消 ・河道掘削：約 V=1,100 千㎥(前計画の約 3.7 倍) 

概ね３０年 

県・市町村 水田貯留による流出抑制により浸水被害(外水・内水)を軽減 ・水田貯留(田んぼダムの取組拡大) 

国・県・市町村 特定都市河川指定による河川改修等ハード整備加速化 ・特定都市河川指定に向けた検討(岩手県管理区間 一戸町～葛巻町) 

被害対象を減らす 

国・県・市町村 氾濫抑制対策による減災の推進 
・可搬式排水ポンプの導入 

・国道・県道に河川管理者が氾濫抑制施設の整備 

市 
立地適正化計画で定める防災指針による居住誘導区域内の災害リスクの低

減・防災力向上 

・防災指針の作成 

被害の軽減、早期復旧・復興 県・市町村 「命を守る行動」につなげるための情報を発信 ・ワンコイン浸水センサの設置 
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■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
・土地の水害リスク情報の充実
(気候変動を考慮した河川整備計画に基づくソフト対策、まるごとまちごと
ハザードマップ標識の設置、内水ハザードマップの見直し、ため池ハザー
ドマップの作成及び周知、水害リスク空白域の解消、簡易型監視カメラ・
危機管理型水位計の設置等)
・避難体制等の強化
（「水害リスクライン・洪水キキクル」普及・利活用促進、「命を守る行
動」につなげる情報発信（ワンコイン浸水センサの設置）、防災行政無線
の改良、要配慮者利用施設の避難確保計画作成の支援、メディアと連携に
よる防災情報の提供、避難場所や経路に関する情報の周知、住民の防災意
識向上のための取組等)
・関係者と連携した早期復旧・復興の体制強化
(役場庁舎を高台へ統合移転、水防資機材の拡充等)
※今後関係機関と連携し対策検討

五戸町

大
橋

八戸市

三戸町

田子町

二戸市

南部町

新郷村

軽米町

一戸町

二戸市

葛巻町

八幡平市

▲水源地
（袖山）

馬淵川水系流域治水プロジェクト 【位置図】
～豊かな自然を抱えるふるさとを水害から守る青森と岩手が一体となった治水対策の推進～

○令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、
以下の取組を一層推進していくものとし、更に国管理区間においては、気候変動(2℃上昇時)下でも目
標とする治水安全度を維持するため、昭和22年８月洪水の降雨量増加(雨量1.1倍)を考慮した場合と同
規模の洪水について、中流部の貯留・遊水機能を考慮した流量を安全に流下させることを目指す。

〇気候変動の影響に伴う降雨量や洪水発生頻度の変化、流域の土地利用の変遷に伴う保水・遊水地域の
減少等を踏まえ、将来にわたって安全な流域を実現するため、特定都市河川浸水被害対策法の適用を
行い、さらなる治水対策を推進する。

〇馬淵川水系では、これまでも流域が一体となって堤防整備や河道掘削、中流部においては地形特性を
考慮した宅地嵩上げや輪中堤等の整備を進めてきた。国道や鉄道が並行する交通の要衝であり、水田
や果樹栽培等の地域産業が盛んな沿川市町村と、全国屈指の水産業・工業都市である八戸市の観光資
源や地域産業を支える安全・安心なまちづくりを実現するため、あらゆる関係者が協働して流域治水
に取り組む。

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・洪水氾濫対策
(河道掘削、堤防整備、既存ダムにおける事前放流等の実施、体制構築等、海岸
における事業間連携を通じた砂の有効活用検討、インフラDX（施策）における
河川管理の高度化・効率化（3次元点群データの活用等））
・内水氾濫対策
(下水道幹線の整備、雨水排水網の整備、可搬式排水ポンプの導入)
・流域の雨水貯留機能の向上
(水田貯留（田んぼダムの取組拡大）、森林整備、治山対策、ため池の活用等）
・特定都市河川指定に向けた検討
・森林保全の治山対策による流出抑制・流木対策等
※今後、関係機関と連携し検討

■被害対象を減少させるための対策
・水災害ハザードエリアにおける土地利用や住まい方の工夫（道路高台等へ
の避難場所の整備・確保、町道の嵩上げ整備、国道・県道に河川管理者が氾
濫抑制施設の整備）
・まちづくりでの活用を視野にした水災害リスク情報の充実
(災害リスクを考慮した立地適正化計画の作成、防災指針の策定、防災力向
上等)
※今後、関係機関と連携し検討

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

河道掘削・堤防整備（国）

馬淵川（青森県）
河道掘削・堤防整備【県】

熊原川 河道掘削・堤防整備（県）

馬淵川（岩手県） 河道掘削等（県）

安比川（県）
河道掘削等（県）

浅水川 河道掘削・堤防整備（県）

下水道幹線の整備（市）

砂防事業（県・急傾斜）

砂防事業（県）

砂防事業（県）

ため池の活用（市）

砂防事業（県・
急傾斜）

災害リスクを考慮した立地適正化
計画の作成(市）

災害リスクを考慮した住居や公共
公益施設等の移転誘導【市】

砂防事業（県・急傾斜）

砂防事業（県）

砂防事業（県・急傾斜）

砂防事業（県）

雨水排水路の整備（市）

土橋川
護岸整備等（市）

準用河川
河道掘削等（市）

砂防事業（県）

森林整備・治山対策
（東北森林管理局、青森県、岩手県、森林整備センター）

青森県

岩手県

まるごとまちごとハザードマップ標識の設置（市）

ため池ハザードマップの作成・周知（市）

要配慮者利用施設の避難確保
計画作成の支援（市）

洪水ハザードマップ
の作成（市）

防災行政無線の改良（市）

洪水ハザードマップの作成（市）

要配慮者利用施設の避難確保
計画作成の支援（市）

洪水ハザードマップの作成（町）

要配慮者利用施設の避難確保
計画作成の支援（町）

防災行政無線の改良（町）

講習会等による住民
の防災教育や防災知
識の普及促進（町）

講習会等による住民の防災教育や
防災知識の普及促進（村）

要配慮者利用施設の避難確保
計画作成の支援（町）

洪水ハザードマップの作成（町）

防災行政無線の改良（町）

洪水ハザードマップの作成（町）

道路高台等への避難場所の
整備・確保（国・町）

可搬式排水ポンプの導入

河道掘削
夏坂ダム（利）

荒沢３号ダム（利）

荒沢２号ダム（利）

荒沢１号ダム（利）

花木ダム（利）

大志田ダム（利）事前放流

講習会等による住民の
防災教育や防災知識
の普及促進（町）

内水ハザードマップの作成・
周知（市）

町道の嵩上げ整備（町）

まるごとまちごとハザード
マップ標識の設置（町）

道路盛土区間等緊急避難場所整備

可搬式排水ポンプ導入【町】

国道・県道に河川管理者が氾濫抑制施設整備（国・県）

田んぼダム（県）

馬淵川（岩手県） 特定都市河川指定に向
けた検討（県）

ワンコイン浸水センサの設置（国、県、市町村）

海岸における事業観連携を通じ
た砂の有効活用の検討（国・県）

氾濫抑制施設の整備

田んぼダムの取組拡大

河道掘削

ワンコイン浸水センサの設置

防災指針の策定（市）

R6.3更新（2.0策定）

「特定都市河川」指定に向けたスケジュール

水系 代表
河川

指定
河川数

実施
主体 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９～

馬淵川水系 馬淵川 ９河川
岩手県
葛巻町
一戸町

特定都市河川指定
に向けた検討・合意形成

指
定

計画
検討

計
画
策
定

浸水被害
対策
の実施
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馬淵川水系流域治水プロジェクト２．０ 

氾濫を防ぐ・減らす 被害対象を減らす 被害の軽減・早期復旧・復興 
〇気候変動を踏まえた治水計画への見直し 

 (２℃上昇下でも目標安全度維持) 

＜具体の取組＞ 

・河道掘削、樹木伐採、堤防整備 

・可搬式排水ポンプの導入 

・下水道幹線の整備 

・雨水排水網の整備 

・準用河川の整備促進 

 

〇流域対策の目標を定め、役割分担に基づく流

域対策の推進 

＜具体の取組＞ 

・水田貯留（田んぼダムの取組拡大) 

・ため池を活用した貯留 

 

〇多目的機能を活用した治水対策の推進 

・森林保全の治山対策による流出抑制・流木 

対策等 

 

〇既存ストックの徹底活用 

＜具体の取組＞ 

・海岸における事業間連携を通じた砂の有効活

用検討 

・既存ダムによる事前放流等の実施、体制構築 

 

〇インフラＤＸ等における新技術の活用 

・インフラＤＸ(施策)における河川管理の高度化・

効率化（3 次元点群データの活用等） 

 

〇特定都市河川 

・特定都市河川指定に向けた検討（岩手県管理

区間 一戸町～葛巻町） 

 

〇溢れることも考慮した減災対策の推進 

 ＜具体の取組＞ 

・道路高台等への避難場所の整備 

・町道の嵩上げ整備 

・国道・県道に河川管理者が氾濫抑制施設

の整備 

 

〇溢れることも考慮した減災対策の推進 

 ＜具体の取組＞ 

・災害リスクを考慮した立地適正化計画の

作成、防災指針の策定、防災力向上等 

〇気候変動を踏まえた治水計画への見直し 

(２℃上昇下でも目標安全度維持) 

＜具体の取組＞ 

・気候変動を考慮した河川整備計画に基づくソフト対策 

・簡易型河川監視カメラ・危機管理型水位計の設置 

・水防資機材の拡充 等 

 

〇流域対策の目標を定め、役割分担に基づく流域対策の推進 

・内水ハザードマップの見直し 

・ため池ハザードマップの作成及び周知 

 

〇多面的機能を活用した治水対策の推進 

＜具体の取組＞ 

・役場庁舎を高台へ統合移転 

 

〇インフラＤＸ等の新技術の活用 

＜具体の取組＞ 

・まるごとまちごとハザードマップ標識の設置 

・防災行政無線の改良 

・要配慮者利用施設の避難確保計画作成の支援 

・メディアと連携による防災情報の提供 

・避難場所や経路に関する情報の周知 

・住民の防災意識向上のための取組 

・「水害リスクライン・洪水キキクル」の普及・利活用促進 

・「命を守る行動」につなげる情報発信（ワンコイン浸水センサの

設置等） 
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五戸町

大
橋

八戸市

三戸町

田子町

二戸市

南部町

新郷村

軽米町

一戸町

二戸市

葛巻町

八幡平市

▲水源地
（袖山）

○馬淵川の河岸にはヤナギ類やオニグルミを中心とした河畔林が形成
され、自然河岸にはカワセミが生息しているほか、チゴハヤブサや
チョウゲンボウといったワシタカ類も飛来している。また、川と海
を行き来するサケやアユ、ワカサギなどのほか、重要種に指定され
るウツセミカジカやタナゴなど多様な魚類が確認されるなど優れた
自然環境を有している。

○馬淵川に生息する生態系の維持・保全を図るため、自然環境が有す
る多様な機能を活かすグリーンインフラの取組を推進する。

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

河道掘削（国）

青森県

岩手県

凡 例

治水メニュー

グリーンインフラメニュー

国管理区間

生物の多様な生息環境の保全

●治水対策における多自然川づくり
・生物の多様な生息環境の保全

●自然環境が有する多様な機能活用の取り組み
・小学校などにおける河川環境学習
・住民参加による河川愛護活動
・公民連携による植栽活動

■グリーンインフラメニュー

【全域に係わる取組】
・動植物の生息・生育・繁殖環境の保全
・水質の保全
・良好な景観の保全
・地域のニーズを踏まえた賑わいのある水辺空間創出への連携・支援

【多自然川づくりのイメージ】

[樹木の保全]
自然景観を保全するとともに
鳥類が休憩などの場として利用

[深掘防止の改良沈床]
生き物が生息場所として利用

[護 岸]
自然景観や植生回復に配慮

河畔林が繁茂する良好な自然環境

馬淵川水系流域治水プロジェクト 【位置図】
～豊かな自然を抱えるふるさとを水害から守る青森と岩手が一体となった治水対策の推進～

●グリーンインフラの取り組み 『 多様な動植物が生息する良好な生息環境を目指して 』

●生物の多様な生息・生育環境の創出による生態系ネットワークの形成
・魚道整備や排水路への脱出スロープ設置による連続性の確保

●自然環境の保全・復元などの自然再生
・透過型堰堤による渓流環境の保全

生物の多様な
生息環境の保全

土橋川（市）
護岸整備等（市）

馬淵川（青森県）
河道掘削【県】

浅水川（県） 河道掘削（県）

生物の多様な
生息環境の保全

生物の多様な生息環境の保全

生物の多様な生息環境の保全

馬淵川（岩手県） 河道掘削等（県）

生物の多様な生息環境の保全

熊原川（県） 河道掘削（県）

安比川（県）
河道掘削等（県）

森林整備・治山対策
（東北森林管理局、青森県、岩手県、森林整備センター）

森林整備による生物の生育環境の保全と水源涵養機能の維持

砂防事業（県）

透過型堰堤による
渓流環境の保全

魚道整備や排水路への脱出スロープ
設置による連続性の確保

生物の多様な生息環境の保全

公民連携による植栽活動 魚道整備による連続性の確保

●流域治水に資する水田、ため池等の保全
・生物の多様な生息環境の保全（水田貯留）

●健全なる水循環系の回復
・森林整備による生物の生育環境の保全と水源涵養機能の維持
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氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 被害対象を減少させるための対策 被害の軽減、早期の復旧・復興のための対策

・下水道雨水幹線を整備し、過去に発生し
た大雨による浸水被害地区の再度災害防
止を図る。

堤内地の雨水を排水するため、計画的
に雨水排水ポンプ場の整備を行っている。

（青森県八戸市）

・馬淵川の洪水浸水想定区域内に立地し
ていた旧本庁舎及び旧分庁舎を高台へ
統合移転し、防災機能強化を図った。

（青森県南部町）

浸水想定区域（L2）の範囲 居住誘導区域

・災害リスクの抽出・分析を行い、想定最大
規模の浸水想定区域や土砂災害特別警戒
区域・土砂災害警戒区域を除外した居住誘
導区域・都市機能誘導区域を設定して、令
和3年3月に立地適正化計画を策定・公表。
今後は、災害リスクの高い区域にある住居
や公共公益施設等の移転誘導を進める。

（岩手県二戸市）

馬淵川水系流域治水プロジェクト 【流域治水の具体的な取組】
～豊かな自然を抱えるふるさとを水害から守る青森と岩手が一体となった治水対策の推進～

下水道雨水幹線の整備 災害リスクを考慮した住居等の移転誘導 役場庁舎の高台移転

農地・農業用施設の活用 流出抑制対策の実施
山地の保水機能向上および

土砂・流木災害対策
立地適正化計画における

防災指針の作成
高齢者等避難の
実効性の確保

（概ね５か年後）

整備率：１００％
（令和５年度末時点）

４市町村
（令和４年度実施分）

０施設
（令和５年度実施分）

５箇所

（令和５年度完成分）
※施工中６施設

０施設

治山対策等の
実施箇所

砂防関連施設の
完成箇所

（令和５年７月末時点）

２市町村 （令和５年９月末時点）

５河川

（令和５年９月末時点）

１団体

洪水浸水想定
区域

個別避難計画

（令和５年９月末時点）

49施設

（令和５年1月1日時点）

7市町村

避難確保
計画

324施設
土砂

洪水

内水浸水想定
区域

戦後最大洪水等に対応した
河川の整備（見込）

避難のための
ハザード情報の整備
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馬淵川水系流域治水プロジェクト 【ロードマップ】
～豊かな自然を抱えるふるさとを水害から守る青森と岩手が一体となった治水対策の推進～

馬淵川では、上下流、本支川の流域全体を俯瞰し、国、県、市町村が一体となって、以下の手順で「流域治水」を推進。
【短 期】 戦後最大洪水と同規模の洪水に対して家屋浸水を防止するため、水位低下を目的とした河道掘削や堤防整備を実施するとともに、住民の避難行動を促す河川情報の充実を図る。
【中期～ 馬淵川上・中流域において浸水被害を防止するための河道掘削や堤防整備を継続して実施するとともに、気候変動を踏まえた更なる対策を推進して流域全体の安全度向上を図る。また、下水道の排水

中長期】 施設整備による内水被害軽減、土砂災害を未然に防止する砂防堰堤等の整備や安全なまちづくりのための土地利用規制・誘導の推進を図るとともに、講習会等によるマイ・タイムラインの普及促進、要
配慮者利用施設の避難確保計画作成等により、改めて地域住民の防災意識の啓発を図るとともに、より確実な避難体制の構築を図る。

【ロードマップ】※スケジュールは今後の事業進捗によって変更となる場合がある。 ※ ：対策実施に向けた調整・検討期間を示す。

■河川対策
全体事業費 約１１０億円 ※1
対策内容 河道掘削、堤防整備 等

■下水道対策
全体事業費 約１０億円 ※2
対策内容 雨水排水網の整備 等

※1：直轄及び各圏域の河川整備計画の残事業費を記載
※2：各市町における下水道事業計画の残事業費を記載

【事業費（R2年度以降の残事業費）】
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工程

短期 中期 中長期

河道掘削・堤防整備等（八戸市街地の家屋浸水を防止） 青森河川国道事務所

気候変動を踏まえた更なる対策を推進 青森河川国道事務所

河道掘削・堤防整備等（馬淵川中・上流域の家屋浸水を防止） 青森県・岩手県

河道掘削・堤防整備等（沿川の家屋浸水を防止） 八戸市・二戸市・八幡平市

雨水排水路の整備、施設の耐水化 八戸市・二戸市　等

砂防堰堤、急傾斜地崩壊防止施設の整備 青森県・岩手県

既存ダムにおける事前放流等の実施・体制構築 国・県

水田貯留（支援含む） 東北農政局・県・流域市町村

森林整備・治山対策
東北森林管理局・青森県

岩手県・森林整備センター

災害リスクを考慮した立地適正化計画の作成 八戸市・二戸市

道路高台等への避難場所の整備・確保 青森河川国道事務所・南部町

排水ポンプ車による内水排除作業の実施 八戸市

町道の嵩上げ整備 南部町

メディア連携による防災情報の提供 二戸市

避難場所や経路に関する情報の周知
青森県・岩手県

流域市町村

住民の防災意識向上のための取り組み
青森県・岩手県

青森地方気象台・流域市町村

効率的な水防活動の実施及び水防体制の強化
青森県・岩手県

流域市町村

防災行政無線の改良 流域市町村

透過型堰堤による渓流環境の保全 岩手県

魚道整備や排水路への脱出スロープ設置による連続性の確保 青森県

森林整備による生物の生育環境の保全と水源涵養機能の維持
東北森林管理局・青森県

岩手県・森林整備センター

生物の多様な生息環境の保全
青森河川国道事務所・青森県

岩手県・八戸市

小学校などにおける河川環境学習
青森河川国道事務所・二戸市

八幡平市

住民参加による河川愛護活動 三戸町・二戸市

公民連携による植栽活動 二戸市

生物の多様な生息環境の保全（水田貯留） 東北農政局・県・流域市町村

グリーンインフラの取組

区分 対策内容 実施主体

氾濫をできるだけ防ぐ
・減らすための対策

被害対象を減少
させるための対策

被害の軽減、
早期復旧・復興のための対策

国管理区間

馬淵川中流・熊原川・浅水川、馬淵川上流・安比川

準用河川

国管理区間
気候変動を踏まえた

更なる対策を推進

雨水排水路の整備（二戸市）

立地適正化計画の策定（二戸市）

緊急避難路等の整備（青森河川国道事務所、南部町）

ため池ハザードマップの作成・周知（八戸市）

役場庁舎の高台移転（南部町）

現行河川整備計画事業完了（青森河川国道事務所）

砂防堰堤等の整備（青森県、岩手県）

マイタイムラインの普及促進

要配慮者利用施設の避難確保計画作成

立地適正化計画の見直し（八戸市）

防災ラジオやスマホ（ＳＮＳ）を活用した防災情報の提供（二戸市）

防災行政無線のデジタル化更新

※実施に向けて検討する取組

多自然川づくり

森林整備事業・治山事業

川まつり事業（三戸町）、景勝地〔馬仙峡〕等の景観の保全（二戸市）

漆林の整備・管理・保全（二戸市）

透過型砂防堰堤の整備（岩手県）

持続的な森林の保全維持を目的とした植樹活動（青森県）

住居や公共公益施設の移転誘導（二戸市）

排水ポンプ車配備（八戸市）

道路被害の防止と輸送道路の確保（南部町）

魚道整備・排水路への脱出スロープ設置（青森県）

※実施に向けて検討する取組



区分 対策
内容 区間

工程

短期
（R2～R7年）

関連事業

氾濫をできる
だけ

防ぐ・減らす
ための
対策

河道掘削
82%→ 100% ①一日市地区

堤防整備
91%→100% ①一日市地区

※スケジュールは今後の事業進捗によって変更となる場合がある。

100%

100%

91%

①一日市地区
河道掘削 V=210千m3

①一日市地区
堤防整備 L=0.7km

河道掘削

堤防整備

短期整備（5か年加速化対策）効果 ： 河川整備率 約９３％→１００％

〇一日市地区の河道掘削及び堤防整備事業がＲ７に完了することで、戦後最大洪水である昭和22年8月洪水と同規模の洪水に対して家屋の浸水被害を防止することが可能となる。

R3

現在

短期

八戸市

八戸市

直轄管理区間上流部に
おいて被害が発生

中頻度（1/50）での浸水被害
が解消

注：外水氾濫のみを想定し
たものであり、内水氾濫を
考慮した場合には浸水範
囲の拡大や浸水深の増大
が生じる場合がある。

※外水氾濫のみを想定したものである。

※外水氾濫のみを想定したものである。
※国直轄事業の実施によるものである。

0k

9.6k

５か年加速化メニュー：赤字

凡例

八戸市

馬淵川水系流域治水プロジェクト 【事業効果（国直轄区間）の見える化】
～豊かな自然を抱えるふるさとを水害から守る青森と岩手が一体となった治水対策の推進～
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【短期整備完了時の進捗】
① 一日市地区 河道掘削

82％→100％
①一日市地区 堤防整備

91％→100％

進捗と効果
（R4.3版）

※浸水範囲は、今後の調査・検討や対策内容等
により変更となる場合がある。

凡　例

高頻度(1/10)

中高頻度(1/30)

中頻度(1/50)

低頻度(1/100)

想定最大規模

実施箇所・対策内容



五戸町

大
橋

八戸市

三戸町

田子町

二戸市

南部町

新郷村

軽米町

一戸町

二戸市

葛巻町

八幡平市

▲水源地
（袖山）

馬淵川水系流域治水プロジェクト 【位置図（詳細版）】
～豊かな自然を抱えるふるさとを水害から守る青森と岩手が一体となった治水対策の推進～

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

馬淵川 河道掘削・堤防整備（青森県）

熊原川 河道掘削・堤防整備（青森県）

馬淵川 河道掘削等（岩手県）

安比川 河道掘削等（岩手県）

浅水川 河道掘削・堤防整備（青森県）

砂防事業（青森県・急傾斜）

砂防事業（青森県）

砂防事業（青森県）

砂防事業（青森県・急傾斜）
砂防事業（青森県・急傾斜）

砂防事業（青森県）

砂防事業（岩手県・急傾斜）

砂防事業（岩手県）

土橋川護岸整備等（八戸市）

砂防事業（岩手県）

八戸市

排水ポンプ車による内水排除（八戸市）

災害リスクを考慮した立地適正化計画の作成（八戸市）

避難体制等の強化（八戸市）

避難体制等の強化（軽米町）

南部町

避難体制等の強化（南部町）

軽米町

ため池整備（八戸市）

避難体制等の強化（五戸町）

五戸町

避難体制等の強化（新郷村）

新郷村

避難体制等の強化（葛巻町）

葛巻町

避難体制等の強化（三戸町）

三戸町

避難体制等の強化（田子町）

田子町

災害リスクを考慮した住居や公共
公益施設等の移転誘導（二戸市）

二戸市

雨水排水路の整備（二戸市）

避難体制等の強化（二戸市）

準用河川河道掘削等（八幡平市）

八幡平市

避難体制等の強化（八幡平市）

避難体制等の強化（一戸町）

一戸町

青森県

岩手県

砂防事業（青森県）

下水道幹線の整備（八戸市）

砂防事業（青森県・急傾斜）

砂防事業（青森県）
道路高台等への避難場所の整備・確保（国・南部町）

森林整備・治山対策
（東北森林管理局、青森県、岩手県、森林整備センター）

夏坂ダム（利）

荒沢３号ダム（利）

荒沢２号ダム（利）

荒沢１号ダム（利）

花木ダム（利）

大志田ダム（利）事前放流

メディアと連携による防災情報提供（二戸市）

まるごとまちごとハザードマップの設置（八戸市）

ため池ハザードマップの作成・周知（八戸市）

要配慮者利用施設の避難確保計画作成の支援
（八戸市、五戸町、八幡平市、葛巻町）

講習会等による防災教育や防災訓練、マイタイムラインの普及促進
（八戸市、三戸町、五戸町、田子町、南部町、新郷村、二戸市、八幡平市、葛巻町、軽米町、一戸町）
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内水ハザードマップの作成・周知（八戸市）

まるごとまちごとハザードマップの設置（五戸町）

役場庁舎の高台移転（南部町）

町道の嵩上げ整備（南部町）

可搬式排水ポンプ導入(三戸町)

馬淵川（岩手県） 特定都市河川
指定に向けた検討 指定スケ
ジュールの作成（県）

田んぼダム（青森県）

ワンコイン浸水センサーの設置（国、県・市町村）

防災指針の策定（八戸市）

河道掘削・堤防整備（国）

国道・県道に河川管理者が氾濫抑制施設整備（国・県）

海岸における事業観連携を通じ
た砂の有効活用の検討（国・県）



馬淵川水系流域治水プロジェクト

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。 11



実施工程

○河道の断面積の確保や河道安定のため河道掘削及び堤防整備を実施 （馬淵川水系河川整備計画変更）

青森河川国道事務所①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【河川区域での対策】

【馬淵川水系河川整備計画（変更）事業スケジュール案】

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により 変更となる場合がある。

具体的な取組み内容

取組項目 対策内容

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

洪水氾濫対策 河道掘削・堤防整備 実施中

位置図

気候変動の影響を考慮した流量をＨＷＬ以下で流下可能となるよう河道掘削を行います。

河道掘削、堤防整備

12

～R２４整備～R12整備 ～R３４整備

【現在の整備状況(一日市地区)】



○馬淵川及び熊原川 河道掘削・堤防整備

青森県

・馬淵川水系馬淵川中流部は、流下能力が極めて低いため、頻繁に洪水氾濫を繰り返しており、特に平成２５年９月の台風１８号による洪水では、これ
まで被害のなかった三戸町市街地で浸水被害が発生する等、甚大な被害が発生しました。

・築堤、河道整備、橋梁架替等を実施し、地域の安全性の向上を図ります。

【全体計画】
河川名 ：一級河川馬淵川水系馬淵川
事業内容 ：築堤、河道掘削、橋梁 等
施工地 ：南部町、三戸町

事業実施のイメージ

浸水戸数

標準横断図

被害状況 平面図

事業効果

【凡例】

当面事業実施する区間
事業実施済区間（築堤）
今後整備する区間

【凡例】

事業実施中
事業未実施

青森市

位置図

青森県南部町、三戸町

馬淵川水系馬淵川
まべちがわ

なんぶちょう さんのへまち

H25.9.17

発生年月日
浸水面積 浸水家屋数（戸）

（ha） 床上 床下 合計

H16.9.30 432 73 48 137 

H23.9.22 490 185 85 270 

H25.9.16 471 177 86 263 

床下

19戸
0戸

床上

28戸

0

10

20

30

40

50

H25.9洪水 整備後

H.W.L.

A － A’ Ｂ － Ｂ’

D.H.W.L. H.W.L.

なんぶちょう

南部町

さんのへまち

三戸町

三戸町役場

三戸町立図書館
中央公民館

駅前地区

熊原地区

大向地区

門前地区

：H25.9.16出水 浸水範囲

馬淵川航空写真

馬淵川
航空写真

被害状況
写真

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【河川区域での対策】

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。 13



○樹木伐採・掘削

青森県

流下阻害や局所洗掘等によって洪水氾濫による著しい被害が生ずる等の河川について、樹木伐採・掘削等の緊急対策を実施し、近年の主要洪水等
に対して氾濫防止を図ります。

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【河川区域での対策】

《馬淵川水系における実施事例》
工事名 馬淵川広域河川改修（国土強靭化緊急対策）工事
工事場所 三戸郡南部町大字剣吉地内

着工前 完成

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。14



○広域河川改修事業

馬淵川上流域及び安比川は、河川断面が狭小で治水安全度が低いため、家屋浸水等の浸水被害が頻発しており、近年では平成18年、平成23年、
平成25年及び令和4年に大規模な浸水被害が発生していることから、河川改修を行い、浸水被害の軽減を図ります。

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【河川区域での対策】

具体的な取組み内容

＜事業の概要＞
整備内容 ：計画延長 L=16,790m

築堤 V=96,800m3 事業期間 ：平成25年度～
掘削 V=821,200m3 令和37年度
護岸 A=124,700m2 整備目標 ：近年最大洪水対応
橋梁 N=10橋 （H25年９月洪水及びH18年10月洪水）

H25年９月 浸水状況

位置図

岩手県

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。 15
R4.8家屋浸水地区

越田橋地区



八戸市

「馬淵川水系」

〇 土橋川の断面改築による流下能力維持のための整備を実施

具体的な取組み内容

実施工程

区 分 取組項目

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

洪水氾濫対策
準用河川の整備促
進

位置図

台風や大雨時等に馬淵川下流部のピーク流量を低減させるため、馬淵川下流に接続する準用河川土橋川の護岸改修及び堆積土砂の浚渫等を行い
河川整備計画の目標規模である平成１３年９月洪水を安全に流下させる河道断面を確保します。

・

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【河川区域での対策】

土橋川の整備
【整備前】

護岸倒壊

【整備後】

右岸

護岸改修及び土砂浚渫後の河道断面イメージ

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

実施中

土砂堆積

拡大図

土橋川

準用区間
L=4.1km
（市管理区間）

浅水川

16



○準用河川の整備促進

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【河川区域での対策】

・断面が狭小のため浸水被害を繰り返している準用河川の断面を改修し、本来の河川機能を回復する。

二戸市

準用河川おばし川では、過去の床上浸水を始めとする水害を踏まえ、土地区画整理事業の事業進捗に併せ、
全体的な河川区域の見直し、河道断面の適正を図る。

具体的な取組み内容位置図

実施工程

取組項目 対策内容

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

洪水氾濫対策 準用河川の整備促進 実施中

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

17



八幡平市

「馬淵川水系」

〇 準用河川・普通河川の維持修繕事業

具体的な取組み内容

実施工程

区 分 取組項目

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

洪水氾濫対策
準用河川・普通河川
の整備促進

位置図

・市内の準用河川及び普通河川は、過去の台風や大雨で幾度となく増水し浸水被害を繰り返したため、河道内に土砂堆積や河床洗堀が見られ、今後
想定される大雨等の発生時には、再び浸水被害が発生することから、河川区域内の維持作業を実施します。

18

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【河川区域での対策】

護岸整備の実施

実施予定

打田内川 繋沢川

準用河川繋沢川

準用河川打田内川

【現状】市内の準用河川、普通河川は
台風や大雨等で幾度となく増水し、浸
水被害を繰り返している

【具体的な状況】
※河道内に土砂堆積

※河床低下により護岸背面の吸出し
が発生
※土羽護岸の洗堀

【取組状況】
※河道掘削の実施
※河床低下箇所の整備
※吸出し箇所の護岸整備



八戸市

「馬淵川水系」

○尻内地区の浸水被害軽減のため下水道雨水幹線の整備を実施

具体的な取組み内容

実施工程

区 分 取組項目

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

内水氾濫対策 雨水排水網の新設

位置図

馬淵川左岸に位置する八戸市大字尻内町(尻内河原地区)の下水道雨水幹線を整備し、過去に発生した大雨による浸水被害地区の再度災害防止を
図ります。

19

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【集水域での対策】

下水道幹線整備

実施中

八戸駅

八戸赤十字病院

根城大橋

長苗代第二
排水樋門

尻内橋

集水区域 約99ha

尻内雨水ポンプ場
(H30.7供用開始)

既設雨水幹線管渠

尻内地区 雨水管渠整備状況

整備検討雨水管渠

放流渠

八戸合同庁舎

西園
小学校

Ｐ

平成14年度以降に
浸水した区域

【八戸市公共下水道事業 尻内地区雨水幹線整備(尻内河原地区)】

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。



○排水施設の整備

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【集水域での対策】

・豪雨時における浸水被害を低減するため、雨水排水基本計画に基づき水路改修を実施。

二戸市

具体的な取組み内容位置図

実施工程

取組項目 対策内容

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

内水氾濫対策 雨水排水網の整備 R3完了

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

長嶺・堀野地区は、大雨等の折、度々浸水被害が生じており、水路の機能向上を図るため、断面拡大等を行
い、流下能力の向上を図る。

長嶺・堀野地区計画図（河川台帳抜粋）

20



○通常砂防事業

青森県①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【集水域での対策】

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

21



○急傾斜地崩壊対策事業

青森県①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【集水域での対策】

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

22



岩手県①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【集水域での対策】

○通常砂防等事業

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

23
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岩手県

「馬淵川水系」

〇 特定都市河川指定に向けた検討の開始

具体的な取組み内容

実施工程

位置図

・ 流域の市町村等の関係者から成る「流域水害対策協議会」を設置し、浸水被害対策を盛り込んだ「流域水害対策計画」を策定する
・ 河川改修等のハード整備を加速化するとともに、流域内における開発等の雨水浸透阻害行為を許可制とするなど流域の雨水貯留対策を強化する

【特定都市河川指定までの検討事項】

① 指定概要について整理
・ 指定の経緯
・ 地元との合意形成の状況
・ 指定要件
・ 指定流域図（集水域、下水道区域、氾濫想定区域の取扱い）の作成

② 指定スケジュールの作成

③ 雨水浸透阻害行為について整理
・ 基準降雨の設定
・ 審査マニュアル，技術指針の整備
・ 許認可事務体制の構築

24

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【集水域での対策】

特定都市河川検討対象流域
（葛巻町・一戸町）



○既存ダムの洪水調節機能強化（馬淵川水系治水協定）

河川管理者・ダム管理者①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【集水域での対策】

・令和元年１２月に定められた「既存ダムの洪水調節機能の強化に向けた基本方針」を踏まえ、馬淵川水系にある６ダムと令和２年５月２９日に「治水協
定」を締結しました。

位置図

【治水協定を締結した6ダム】

具体的な取組み内容

実施工程

取組項目 対策内容

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

流水の貯留機能の拡大
既存ダムにおける事前放
流等の実施・体制構築

実施中

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

夏坂ダム（利）

花木ダム（利）

大志田ダム（利）

荒沢1号ダム（利）

荒沢2号ダム（利）

荒沢3号ダム（利）

○水害対策に使える容量（６ダム）

締結前 ０．０％ 締結後 ４６．７％

（約６２１万ｍ３の増加）

水害対策に
使える容量

基準
降雨量

容量
(千m3)

有効貯水
容量に

対する割合

容量
(千m3)

有効貯水
容量に

対する割合

有効貯水
容量に

対する割合
(mm)

〇 大志田 8,600 0 0.0% 1,520 17.7% 17.7% 82

〇 夏坂 770 0 0.0% 770 100.0% 100.0% 102

〇 花木 440 0 0.0% 440 100.0% 100.0% 102

〇 荒沢１号 1,808 0 0.0% 1,808 100.0% 100.0% 108

〇 荒沢２号 690 0 0.0% 690 100.0% 100.0% 108

〇 荒沢３号 985 0 0.0% 985 100.0% 100.0% 108

13,293 0 0.0% 6,213 46.7% 46.7% -合計

ダム名

有効貯水
容量

(千m３)

洪水調節容量 洪水調節可能容量

25



「馬淵川水系」

青森県

○流域の雨水貯留機能（田んぼダム）の推進

具体的な取組み内容

実施工程

区 分 取組項目

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

水田貯留機能の向上 田んぼダム

位置図

近年、激甚化・頻発化する水害に備え、水田の排水口に流出量を抑制するための板（流出調整板）などの器具を取り付けることで、水田に降った雨水
を時間をかけてゆっくりと排水し、水路や河川の水位上昇を抑えることで、溢れる水の量や範囲を抑制し、被害の防止、軽減を図ります。

〇令和３年度以降に新たにほ場整備事業を行う地区は、原則として水田貯留機能向上を
図るため田んぼダムに取り組む。

〇ほ場整備事業実施中の１地区で、事業により田んぼダム用の流出調整板を設置済み。
今後、耕作者に田んぼダムの取組を促す。引き続き、ほ場整備事業を実施する地区で田
んぼダム用の排水桝等を設置予定。

〇令和５年度に田んぼダムの取組マニュアルや農家向けのパンフレットを作成予定。同資
料を活用し、田んぼダムの取組の普及を図る。

実施中または予定

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

26

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【集水域での対策】

田んぼダムの実施

田んぼダム（イメージ）

名川第一工区
（南部町）

出典：「田んぼダム」の
手引き（R4.4）



流域の雨水貯留機能の向上 －田んぼダム・ため池－

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【集水域での対策】

具体的な取組み内容

・田んぼダム：水田の排水口への堰板の設置等による流出抑制によって下流域の湛水被害リスクを低減。

農業者が地域共同で取り組む「田んぼダム」の取組を多面的機能支払交付金により支援する他、水田貯留機能向上を図るため、田んぼ
ダム等に取り組む地域で実施される農地の整備を実施・支援。

・た め 池 ：農業用ため池が有する洪水調節機能の強化を図るため、浚渫等を行うために必要な整備を支援。

東北農政局
北奥羽土地改良調査管理事務所

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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八戸市

「馬淵川水系」

〇 農業用ため池及び調整池の維持管理による雨水貯留機能の確保

具体的な取組み内容

実施工程

区 分 取組項目

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

流域の雨水貯留機能
の向上

ため池やクリークを
活用した貯留

位置図

台風や大雨時等に馬淵川の流量を低減させるため、大仏ため池、売場ため池等、近隣の農業用ため池の堆積土砂浚渫や草刈りを行い、雨水貯留機
能を確保します。

・

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【集水域での対策】

浚渫の実施（大仏ため池）

浚渫の実施（売場ため池）

草刈の実施（根城ため池）

※対策実施中及び対策予定のため池を表示。今後の検討により変更の可能性あり

【整備前】

大仏ため池における土砂堆積（平均1.2m）

【整備後】

土砂浚渫により雨水貯留機能を確保

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

実施中

売場ため池

根城ため池
大仏ため池

浅水川

八戸駅

拡大図
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○民有林（保安林）において森林整備や治山施設の整備を実施

青森県①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【集水域での対策】

【地すべり防止工】【山腹工】

【渓間工】【植栽及び本数調整伐】

三八上北地域森林計画
前半５カ年

(令和2年4月1日～令和7年3月31日）

森林計画抜粋【治山事業の実施に関する方針】

　森林の維持造成を通じて、自然災害から地域住民の生命・財産を守り、県土
の保全を図るため、緊急かつ計画的な実施を必要とする荒廃地等を対象とし
て、植栽及び本数調整伐等の保安林の整備並びに渓間工、山腹工等の治山施設
の整備を行うこととします。

【山地治山】

　森林整備（植栽・本数調整伐等）　　　６箇所

　渓間工（ダム・流路等）　　　　　　１１箇所

　山腹工（土留・法枠等・緑化等）　　　６箇所

　地すべり防止工（集水井等）　　　　　２箇所

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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○森林整備・治山対策の推進

二戸市の重要な水源である織詰地区において、荒廃森林の整備や治山ダムの整備により、水源かん養機能の維持向上と下流域への土砂、流木の流
出を軽減する（個別事例）。

位置図 具体的な取組み内容

実施工程

（現状）

〇当該地区の森林は干害防備保安林で
あるが、過密化、林床植生の減少により、
森林の保水機能の低下が懸念。

○森林内の渓流は渓岸侵食など荒廃が
進行しており、下流域へ土砂が流出。

（対策）
○治山ダムの設置（済）
○渓流流域内の森林整備を実施

（保育作業を継続中）

岩手県

取組項目 対策内容

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

流域の雨水貯
留機能の向上

森林保全等の治
山対策による流
出抑制・流木対
策

実施中

◎渓流の状況
・渓岸侵食が進行

・流木化が懸念される
倒木等が多数存在

◎対策工
治山ダム設置

二戸市

治山ダム整備、森林整備

取組のイメージ

※林野庁資料より流用

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【集水域での対策】

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【集水域での対策】

具体的な取組み内容

馬淵川

国有林野施業実施計画

事業区分 三八上北森林計画区
（R2年度～R6年度）

治 山

渓間工 28箇所
山腹工 5箇所
集水井工 2箇所
保安林整備 470ha

森林整備

間伐 8,606ha
更新（造林） 1,552ha
保育（下刈） 2,170ha

（除伐） 517ha
林道（開設） 8,940ｍ

（改良） 40ｍ

【森林整備：間伐】

【森林整備：林道（開設）】

【治山：渓間工（治山ダム）】

【治山：山腹工】

馬淵川流域における国有林の森林整備・治山対策の推進

三八上北森林計画区内の国有林は、三八上北森林管理署が管理経営を行っており、森林の有する土砂流出防止機能や水源涵養機能等の適切な発揮
に向けて各種事業を行っています。

三八上北森林管理 ◉

国有林

※令和７年度以降の事業量は、
実施計画確定後に掲上する。

位置図

実施工程

取組項目 対策内容

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

流域の雨水貯
留機能の向上

森林保全等の治山
対策による流出抑
制・流木対策

実施中

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

林野庁 三八上北森林管理署
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①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【集水域での対策】

具体的な取組み内容

【森林整備：間伐】

【森林整備：林道（開設）】

【治山：渓間工（治山ダム）】

【治山：山腹工】

馬淵川流域における国有林の森林整備・治山対策の推進

馬淵川上流森林計画区内の国有林は、岩手北部森林管理署が管理経営を行っており、森林の有する土砂流出防止機能や水源涵養機能等の適切な発
揮に向けて各種事業を行っています。

馬淵川 国有林野施業実施計画

事業区分 馬淵川上流森林計画区
（R1年度～R5年度）

治 山

渓間工 24箇所
山腹工 7箇所
地すべり防止工 7箇所
保安林整備 9ha

森林整備

間伐 6,803ha
更新（造林） 1,770ha
保育（下刈） 2,606ha

（除伐） 364ha
林道（開設） 13,000ｍ

岩手北部森林管理 ◉

国有林

※令和６年度以降の事業量は、
実施計画確定後に掲上する。

位置図

実施工程

取組項目 対策内容

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

流域の雨水貯
留機能の向上

森林保全等の治山
対策による流出抑
制・流木対策

実施中

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

林野庁 岩手北部森林管理署
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○水源林造成事業による森林の整備・保全

（国研）森林研究・整備機構
森林整備センター①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【集水域での対策】

具体的な取組み内容

実施工程

取組項目 対策内容

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

流域の雨水貯留機能
の向上

森林保全等の治山対策に
よる流出抑制・流木対策

位置図

馬淵川流域内の水源林造成事業地において除間伐等の適切な森林整備を実施することにより、土砂流出防止や水源涵養機能
等森林の有する公益的機能の維持増進を図ります。

間伐実施前 間伐実施後

森林整備実施イメージ

針交混交林 育成複層林

水源林の整備

馬淵川流域

水源林造成事業地

馬淵川

・水源林造成事業は、奥地水源地域の民有保安林のうち、所有者の自助努力等によって
は適正な整備が見込めない箇所において、針広混交林等の森林を整備することにより、森
林の有する公益的機能の高度発揮を図る事業です。

・水源林造成事業地において除間伐等の森林整備を計画的に実施することで、樹木の成
長や下層植生の繁茂を促し、森林土壌等の保水力の強化や土砂流出量の抑制を図り、流
域治水を強化促進します。
・馬淵川流域における水源林造成事業地は、約100箇所（森林面積 約2,800ha）であり、流

域治水に資する除間伐等の森林整備を計画的に実施していきます。（令和４年度において
は、約300haの森林整備を予定。）

実施中

岩手県

青森県

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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○国道104号(直轄国道)に河川管理者である青森県が“氾濫抑制施設”を兼用工作物として整備

青森河川国道事務所・青森県

具体的な取組み内容

南部町役場
福地支所

国道４号

国道104号

南部町の苫米地地区において、平成23年、平成25年の洪水により、相次いで家屋浸水や道路冠水の被害が発生し、国道104号は通行止めとなったた
めライフラインが遮断された。このため、河川管理者である青森県は国道104号道路法面上部へ氾濫抑制施設を兼用工作物として整備（H26～H28）し、
道路及び住宅地への浸水を防ぐ対策を実施している。

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策【氾濫域での対策】

氾濫抑制施設施工状況

平成23年9月洪水 浸水状況
氾濫抑制施設施工箇所

Ｌ＝430ｍ

馬淵川

① ②

写真①

写真②

国道104号

至 八戸市

国道104号

至 三戸町

34

至三戸町

氾濫抑制施設

標準横断図

兼用工作物 協定範囲

天端高
災害危険水位
TP+13.8～14.0m  馬淵川

氾濫抑制施設管理者 青森県) 

国道104号

馬淵川

国道104号

青い森鉄道

至 三戸町

至 八戸市



馬淵川水系流域治水プロジェクト

②被害対象を減少させるための対策

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。 35



〇立地適正化計画における居住誘導区域の見直し

八戸市②被害対象を減少させるための対策

具体的な取組み内容

実施工程

取組項目 対策内容

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

水災害ハザードエリアに
おける土地利用・住まい
方の工夫

災害リスクを考慮した
立地適正化計画の見
直し

位置図 馬淵川浸水想定区域と居住誘導区域

立地適正化計画の見直し

令和2年9月、改正都市再生特別措置法が施行され、災害に強いまちづくりの実現のため、立地適正化計画に防災指針を位置づけることとなった。また、令和2年3月、市内
全域における洪水ハザードマップ（想定最大規模）が公表され、居住誘導区域の約3割が浸水想定区域（河川）に含まれることが判明したため、立地適正化計画の見直しにお

いて、新たに防災指針の策定及び居住誘導区域の見直しを検討する。

〇立地適正化計画の見直し
・防災指針の策定（新規）

→R2年度末に公表された先行モデ
ル都市の事例を参考に、リスク
分析、 課題の抽出、取組方針等
を検討

→未反映の浸水想定区域（L2規模）
を反映

→居住誘導区域の見直し検討

（現状）

居住誘導区域の設定において、浸水想

定区域（河川）を一部除外

・立地適正化計画策定後に公表された、
新井田川、浅水川、奥入瀬川、五戸川
の浸水想定区域（L2規模）が、未反映

・立地適正化計画における防災面の強
化

Ｒ５実施済

※具体的な取組内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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○災害リスクを考慮した住居や公共公益施設等の移転誘導

②被害対象を減少させるための対策

・令和３年３月に、立地適正化計画を策定・公表済。
・災害リスクの高い区域は、居住誘導区域・都市機能誘導区域から除外しており、浸水想定区域から住居や公共公益施設等の移転誘導を進めていく。

二戸市

災害リスクの抽出・分析を行い、想定最大規模の浸水想定区域、土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域を
除外した居住誘導区域・都市機能誘導区域を設定（令和３年３月に立地適正化計画を公表済）。

浸水想定区域（L2）の範囲 居住誘導区域

具体的な取組み内容位置図

実施工程

取組項目 対策内容

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

水災害ハザードエリアにおける
土地利用・住まい方の工夫

立地適正化計画に基づく住居
や公共公益施設等の移転誘
導

実施中

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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○道路高台等への避難場所の整備・確保

青森河川国道事務所・南部町②被害対象を減少させるための対策

・洪水の浸水想定より高い道路区間を抽出し、洪水時の緊急避難場所として活用していくために、避難施設等の整備に向けて自治体と調整を実施。
・馬淵川流域では、南部町に位置する国道4号において、住民の避難経路となる避難階段を国道沿いに整備した。

具体的な取り組み内容位置図

実施工程

取組項目 対策内容

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

水災害ハザードエリアにおける
土地利用・住まい方の工夫

道路高台等への避難場
所の整備・確保

実施予定

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

●

避難階段整備

38

浸水深よりも高い国道区間

避難階段整備箇所

避難階段整備箇所

避難階段整備状況



〇排水ポンプ車を購入し内水排除作業を実施

②被害対象を減少させるための対策

具体的な取組み内容

実施工程

位置図

内水排除作業場所

内水排除作業場所

H29.10.23 台風22号 出動

【 内 水 排 除 作 業 状 況 】

馬淵川

【 作 業 場 所 位 置 図 】 【 内 水 排 除 訓 練 状 況 】

内水排除訓練場所

雨水管きょ未整備地域を排水ポンプ車による内水排除作業により、住居の床下、床上浸水、道路冠水などの浸水被害を防ぎます。

下長雨水ポンプ場

馬
淵
川

小待排水樋門

排水ポンプ車仕様

総排水量 30m³／min級
全揚程 8m
排水運転時間 連続運転時間48時間程度
ポンプ 水中モーター駆動ポンプ

(口径φ250mm) 4台

下長雨水ポンプ場

区 分 取組項目

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

浸水範囲の限定、氾濫
水の制御

排水ポンプ車の配備 実施中

八戸市

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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○浸水想定区域にある町道をかさ上げし、輸送道路を確保し、防災機能の強化を図る。

南 部 町

具体的な取組み内容

南部町南部支所

南部町福地支所

平成25年9月台風18号洪水の浸水状況

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

１級町道虎渡・広場線の冠水状況

南部町役場

一般県道櫛引上名久井三戸線
計画標準断面図
線

国道４号

国道104号

１級町道虎渡・広場線

嵩上計画高
最大H=3.3ｍ

国道４号から一般県道櫛引上名久井三戸線を結ぶ１級町道虎渡・広場線をかさ上げし、輸送道路を確保して防災機能強化を図る。
かさ上げに使用する土砂は、他機関の工事で発生する土砂等も有効的に活用しながら、整備を進めていく。

40

②被害対象を減少させるための対策

南部町
役場

国道４号

１級町道
虎渡・広場線

青い森鉄道

一般県道櫛引上名久井三戸線

馬淵川



「馬淵川水系」

三戸町

○排水ポンプシステムを導入

具体的な取組み内容

実施工程

区 分 取組項目

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

浸水範囲の限定、氾濫
水の制御

排水ポンプ導入

位置図

近年、激甚化・頻発化の傾向にある水害に備え、排水ポンプシステムを導入し、排水作業による浸水被害の軽減を図る。

〇令和５年度に、排水ポンプを導入
○水害発生時における排水体制を確立し、被害の軽減を図る。

実施済み

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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導入済みの排水ポンプ令和４年８月大雨における浸水被害（橋ノ下地区）

排水ポンプシステムの導入

②被害対象を減少させるための対策



馬淵川水系流域治水プロジェクト

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。 42



○防災ラジオとスマホ（SNS)等を活用した、メディアとの連携による防災情報の提供

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

防災行政無線のデジタル化に併せ、屋外拡声子局（屋外スピーカー）以外の防災ラジオ放送や、スマホ等へのSNS・メール配信を利用した通知など屋
内向け情報伝達手段の運用を開始し、災害時における住民への情報提供方法を多様化しています。

実施工程

取組項目 対策内容

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

避難体制等の
強化

メディアと連携に
よる防災情報の
提供

具体的な取組み内容

二戸市

【防災ラジオ】

〇防災ラジオによる放送内容
・Ｊアラート等の緊急情報

（気象特別警報・土砂災害警戒情報 等）
・二戸市からの避難情報

（高齢者等避難・避難指示 等）
・消防システム連携による火災発生情報
・市等からの行政情報 ※

○防災ラジオによる放送方法
・事案発生時に、屋外拡声子局と連動して、

合成音声による割り込み放送が自動配信
される

・上記放送内容の内、※印の内容について
は、地域コミュニティ放送局である「カシオ
ペアＦＭ」の番組内で放送

〇スマホ等へのＳＮＳ・メール配信による通知
・スマートフォン向けアプリの「ＬＩＮＥ」と、登録制メール配信サービス「いわてモバイルメール」

による、防災行政無線で放送した内容の通知サービスを行っています

【屋内向け情報伝達方法の概要】

【スマートフォン・携帯電話】

実施中

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。 43



八戸市

「馬淵川水系」

○八戸市内水ハザードマップの見直し

具体的な取組み内容

実施工程

区 分 取組項目

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

避難体制等の強化
避難場所や経路に関
する情報の周知

位置図

近年の集中豪雨等を受け、想定し得る最大規模降雨に対しての内水ハザードマップ作成が求められていることから、一部地区となっていた対象区域を
八戸市公共下水道全体計画区域へ拡大して作成・公表し、浸水リスクや避難場所等を周知します。

44

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

内水ハザードマップ作成 作成予定区域

【八戸市全体計画区域図(雨水) 】

新
井
田
川

八戸港

令
和
4
年
度

令
和
5
年
度

◆事業計画

区域全体の浸水シミュレーション

(簡易モデル)を実施

内水浸水想定区域図作成

令和4年度データより

内水ハザードマップ作成及び公表

◆対象区域

八戸市全体計画区域（雨水）

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

実施中



「馬淵川水系」

○ まるごとまちごとハザードマップ標識の設置

台風や大雨時等における洪水被害の軽減を目的として、市内の公共施設や商業施設等へ洪水時に予想される浸水深さや避難場所の情報を取得でき
る標識の設置を行い、洪水リスクや避難場所等を周知します。

位置図 具体的な取組み内容

施策の実施工程

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

取組項目 対策内容

工程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

避難体制等の強化
避難場所や経路に
関する情報の周知

まるごとまちごとハザード
マップ標識の設置

八戸市

【設置状況（JR長苗代駅）】 【盤面】

（地上から約3ⅿ地点）（この地点での浸水深説明）

約3.0ｍ

実施中

馬
淵
川

新
井
田
川

八戸港

拡大図

新井田川水防センター
イオン八戸田向店

ＪＲ八戸駅

ＪＲ長苗代駅

島守市民サービスセンター
新井田川水辺の楽校
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「馬淵川水系」

○ ため池ハザードマップの作成及び関連地域への周知

台風や大雨時等における洪水被害の軽減を目的として、防災重点農業用ため池が決壊した場合に想定される浸水区域や周辺の避難場所等を内容と
した、ため池ハザードマップの作成・配布を行い、洪水リスクや避難場所等を周知します。

位置図 具体的な取組み内容

施策の実施工程

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

取組項目 対策内容

工程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

避難体制等の強化
避難場所や経路に
関する情報の周知

八戸市

【八戸市ため池ハザードマップ（坂牛ため池）】

実施中

ため池ハザードマップの作成
及び関連地域への周知

※市内の防災重点農業用ため池（令和５年11月時点）

河原木小田ため池

売場ため池

坂牛ため池

寺地ため池

市野沢ため池

馬
淵
川

新
井
田
川

八戸港

拡大図
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「馬淵川水系」

○ため池ハザードマップの作成及び住民への周知

・台風や大雨時等における洪水被害の軽減を目的として、ため池が決壊した場合に想定される浸水区域や周辺の避難場所等を内容とした、ため池ハ
ザードマップの作成・配布を行い、洪水リスクや避難場所等の周知を行う。

位置図 具体的な取組み内容

施策の実施工程

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

取組項目 対策内容

工程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

避難体制等の強化 ため池ハザード
マップの作成

ため池ハザードマップ

※位置については今後の検討を経て決定するもので最終的なものではありません

八幡平市

実施中 実施予定 実施予定
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〇まるごとまちごとハザードマップ標識の設置

五戸町③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

具体的な取組み内容位置図

平時から水防災への意識を高めるとともに、浸水深・避難所等の知識の普及・浸透等を図り、発災時には命を守るための住民の主体的な避難行動を促
し、被害を最小限に止めることを目的とし、まるごとまちごとハザードマップ標識の設置を行います。

【避難所標識・誘導標識等設置】

実施工程

取組項目 対策内容

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

避難体制等の強化
避難所等に関する情報の
周知 実施中

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

設置イメージ
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○要配慮者利用施設の避難確保計画作成の支援

国・県・流域市町村③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

要配慮者利用施設の『避難確保計画の作成』及び『避難訓練』が義務化

国土交通省、都道府県等

河川が氾濫した場合等に浸水が想定される区域を
洪水浸水想定区域等として指定

（水防法第14条等）

市町村

地域防災計画に、利用者の円滑かつ迅速な避難の確
保を図る必要がある浸水想定区域内の要配慮者利用
施設を記載するとともに当該施設への洪水予報等の
伝達方法を記載

（水防法第15条）

要配慮者利用施設の管理者等

避難確保計画の作成、訓練の実施（義務）
自衛水防組織の設置（努力義務）

（水防法第15条の3）

○国土交通省による避難確保計画の作成支援方策

要配慮者利用施設における確実な避難確保に向け、避難確保計画の作成率の向
上と内容の充実を支援する観点から、平成29年6月に現行の手引き（案）を補足す

る簡易作成支援ツールとして「手引き（別冊）」を公開しています。その他、「計画の
ひな形」、「計画作成のための事例集」、「避難計画点検マニュアル」等を国土交通
省ＨＰに公表しています。

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
49

市町村地域防災計画に定められた要配慮者利用施設数及び計画作成状況
（令和3年9月30日現在）

青森県 岩手県

対象要配慮者利用施設 901 1,004

避難確保計画を作成している要配慮者利用施設の数 647 880



「馬淵川水系」

大雨時の被害軽減を目的として、浸水想定区域等に位置する要配慮者利用施設の避難確保計画作成を促進するため、関係部局と連携し、マニュアル
の作成や個別相談への対応などを行い、要配慮者利用施設の計画作成を支援します。

位置図 具体的な取組み内容

施策の実施工程

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

取組項目 対策内容

工程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

避難体制等の強化
避難場所や経路に
関する情報の周知

要配慮者利用施設による
避難確保計画作成の支援

八戸市

○庁内関係課による連絡会の開催（平成29年度～）

・防災担当課、河川担当課、施設を所管する関係課で構成する「庁内関係課連絡会」を開催し、
情報共有を行うとともに計画作成支援に係る役割分担を明確にし、市として統一的な方針・目標
を設定。

○市ホームページに避難確保計画作成支援のための情報を掲載。
電話などにより要配慮者利用施設からの相談に対応。

・市ホームページに国土交通省が作成した避難確保計画作成のためのマニュアルやチェックリス
トのほか、令和3年5月の災害対策基本法等の一部改正により報告が義務付けられた避難訓
練実施結果報告書等を掲載。

実施中

避難確保計画作成率 100％ （令和5年9月30日時点）

今後も避難確保計画の実効性を確保するために、施設所管課と連携しながら施設への助言・
勧告を実施する。

洪水浸水想定区域内に位置する要配慮者利用施設 ⇒ 252施設中 252施設

土砂災害警戒区域内に位置する要配慮者利用施設 ⇒ 18施設中 18施設

○ 要配慮者利用施設による避難確保計画作成の支援
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○ 浸水想定区域の対象となった要配慮者利用施設の避難確保計画作成を支援

南 部 町③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

具体的な取組み内容

想定最大規模での浸水想定により、新たに浸水想定区域の対象となった「要配慮者利用施設」の避難確保計画作成を支援していく。

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
51

簡易に作成するための資料

簡易に作成できるよう、青森県河川砂防課で公開している資料を配布



○要配慮者利用施設避難確保計画の作成支援

葛巻町③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

具体的な取組み内容

実施工程

取組項目 対策内容

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

避難体制等の強化
避難場所や経路に関
する情報の周知

位置図

浸水想定区域に位置する要配慮者利用施設のうち、避難確保計画が未策定の施設の計画作成を支援します。

【目標】 令和３年度末までに「策定率100％」の達成を目指す

避難確保計画の策定状況（R５年１月現在）
策定率 １００％ ＜策定済＞ １０施設 （学校４施設、高齢者施設２施設、

保育園３施設、病院１施設）

小学校避難訓練 高齢者福祉施設避難訓練

実施中

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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○要配慮者利用施設による避難確保計画作成の支援

・大雨時の被害軽減を目的として、浸水想定区域等に位置する要配慮者利用施設の避難確保計画作成を促進するため、マニュアルの作成や個別相
談への対応などを行い、要配慮者利用施設の計画作成を支援します。

具体的な取組み内容

施策の実施工程

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

取組項目 対策内容

工程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

避難体制等の強化 避難場所や経路に
関する情報の周知

53

八幡平市

実施中

「馬淵川水系」

位置図

避難確保計画作成率 100％ （令和5年11月1日現在）

土砂災害警戒区域内に位置する要配慮者利用施設 ⇒ 2施設中 2施設

洪水浸水想定区域内に位置する要配慮者利用施設 ⇒ 3施設中 3施設



○避難場所や経路についての市町村からの問合せ等に対する助言等

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 青森県

具体的な取組み内容

実施工程

取組項目 対策内容

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

避難体制等の強化
避難場所や経路に関
する情報の周知

位置図

【広域避難の必要性に係る検討への助言等】
流域の市町村に対し実施

市町村域を越える広域避難の必要性について助言等を行い、広域避難が必要な場合、避難側と受入側の市町村の調整等を実施。

馬淵川

新井田川

五戸川

八戸市洪水ハザードマップを引用

避難の方向案

～検討の流れ（案）～

• 広域避難の対象となる区域の抽出（域内
避難と域外避難の検討）

• 広域避難の対象となる世帯（人数）の把握

• 市町村域を越える避難が必要か判断

• 避難先の選定、受入側市町村との調整

域内避難：浸水区域内での立退き避難及び屋
内安全確保
域外避難：浸水区域外への立退き避難

※馬淵川周辺の河川においても洪水が発生
する可能性について考慮が必要

実施中

※具体的な内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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○講習会等による住民の防災教育や防災知識の普及促進

国・県・流域市町村③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

出前講座

国土交通省（河川国道事務所・地方気象台）では文部科学省（教育委
員会・小学校）と連携し、自然災害から命を守るためには、一人一人が
災害時において適切な避難行動をとる能力が必要であり、幼少期から
の防災教育が重要であることから、防災教育の充実・強化について取り
組んでいます。

防災知識の普及促進

青森県では災害が起きた時にどうやって自分の命を守るのか、今から
どうやって災害に備えたらよいのかなどについて分かりやすくまとめた防
災ハンドブックを作成しています。また、その内容を基に防災普及啓発ア
ニメーション動画を作成しています。

学校で授業を行う先生方をはじめ、皆様に防災教育に取り組んでいただく際に 役立つ情

報・コンテンツとして、国土交通省の最新の取組内容や授業で使用できる教材例・防災教
育の事例などを紹介しています。

小学生向け動画
「小学校６年理科 土地のつくりと変化」

（令和3年8月4日公開） 学校関係者向け「水災害からの避難訓練ガイドブック」
防災教育動画
「災害から身をまもる」（令和2年3月26日公開）

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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令和3年4月26日 八戸市立多賀小学校



〇住民の防災意識向上のための防災教育や防災訓練の実施

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

実施工程

取組項目 対策内容

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

避難体制等の
強化

住民の防災意識
向上のための取
り組み

具体的な取組み内容

八戸市

・地域の防災訓練に参加・支援、講師の派遣
・総合防災訓練の実施

〇自主防災会、学校
等から依頼を受け、
随時防災講話を実
施。

○自主防災会が主
催する地域の防災
訓練に参加、又は
支援。

【防災講話の様子】

【地域の防災訓練の様子】

地域の防災訓練に参加・支援、防災講話の実施

実施中

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

56

総合防災訓練の実施

○総合防災訓練を実施し、防災対策の強化、地域住民の
防災意識の高揚を図る。

【避難所開設・運営訓練の様子】 【洋上漂流者捜索・救助・救出訓練の様子】



「馬淵川水系」

○ 洪水ハザードマップの作成・周知

位置図 具体的な取組み内容

施策の実施工程

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 八戸市

取組項目 対策内容

工程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

避難体制等の強化
避難場所や経路に
関する情報の周知 実施中

洪水ハザードマップの
作成・周知

台風や大雨時等における洪水被害の軽減を目的として、想定最大規模降雨および計画規模降雨に伴う洪水により各河川が氾濫した場合の浸水想定
区域や周辺の避難場所等を記載した洪水ハザードマップの作成・配布を行い、洪水リスクや避難場所等を周知します。

【八戸市洪水ハザードマップ 広域版（A）】

○令和２年３月に洪水ハザードマップの作成および
公表、全戸配布を実施。
〇八戸市へ転入された方や希望者に対し、継続的
に配布を行い洪水リスクや避難場所等を周知する。

【八戸市洪水ハザードマップ 詳細版（A-3）】

57



○総合防災訓練等による住民の防災意識の向上及び防災知識の普及促進

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

・町を旧町村単位の４地区に分け、隔年で会場を持ち回り、総合防災訓練を実施

実施工程

取組項目 対策内容

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

避難体制等の
強化

避難場所や経路
に関する情報の
周知

具体的な取組み内容

三戸町

【位置図】 防災関係機関及び民間協力団体ならびに地域住民の参加連携の
もと、各種訓練を実施することにより、迅速かつ的確な災害応急対策
を確立するとともに、地域住民の防災意識の向上と防災知識の普及
促進を図るもの

【これまでの主な訓練内容】
・災害対策対応訓練
・住民避難誘導訓練
・救急救護、避難所運営訓練
・炊き出し訓練
・住民による初期対応訓練 等

【進捗状況】
・令和３年度 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

【前回訓練の様子】

実施中

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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〇防災マップを活用して自主防災組織や自治会等を対象とした研修会の実施

五戸町③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

具体的な取組み内容位置図

「ごのへ防災マップ」を作成して全戸へ配布するとともに、自主防災組織や自治会等を対象として想定最大規模の洪水浸水想定区域を踏まえたマイ・タ
イムラインの有効性や作成に関する研修会を行い、住民の防災意識向上を図ります。

作成した「ごのへ防災マップ」

県が公表した浅水川と五戸川が氾濫し
た場合に想定される最大規模の浸水想定
区域や土砂災害警戒区域等の情報を示し
た総合的な防災マップを作成し、町内全
戸へ配布しました。
今後は、自主防災組織や自治会等を対

象として、「ごのへ防災マップ」を活用
したマイ・タイムラインの有効性や作成
に関する研修会を行い、住民の防災意識
の向上を図ります。

【「ごのへ防災マップ」の活用】

実施工程

取組項目 対策内容

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

避難体制等の強化
住民の防災意識向上の
ための取り組み

実施中

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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○防災マップの更新を行い、全戸配布及び防災マップを活用し防災知識の普及促進を図る。自主防災体験研修会の開催

田子町③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

災害図上訓練ＤＩＧ：各地区の住宅地図を利用し実施

自治会及び自主防災会を対象に、防災に係る基礎知識の習得、防災活動の参考となる事項の確認等を目的とし、講師による講演・災害図上
訓練ＤＩＧを実施。

最新の浸水想定区域（想定最大規模）等を反映したハザードマップの作成。土砂災害危険箇所と洪水ハザードマップ、地震ハザードマップ
等を示した「田子町防災マップ」を作成し全戸配布。地域での日ごろからの備えとしての参考に活用。

田子町防災マップ（令和3年2月）

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

具体的な取組み内容

実施工程

取組項目 対策内容

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

避難体制等の強化
住民の防災意識向
上のための取り組み

実施中

位置図
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○総合防災訓練による住民の防災意識の向上、防災マップを活用し防災知識の普及促進を図る

新郷村③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

具体的な取組み内容位置図

・総合防災訓練の実施
・防災マップを作成し全戸配布

○総合防災訓練の実施

【主な訓練内容】
・災害対策本部設置運営訓練
・住民の避難誘導訓練
・避難所運営訓練
・土のう作製訓練
・炊き出し訓練 等

○防災マップの作成
最新の想定最大規模浸水想定区域等を反映させたハザードマップと、土砂
災害危険箇所等を示した「新郷村防災マップ」を作成。（令和２年度）

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

実施工程

取組項目 対策内容

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

避難体制等の強化
住民の防災意識向
上のための取り組み

実施中
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「馬淵川水系」

○ 防災マップの更新を行い、全戸配布及び防災マップを活用した防災知識の普及促進を図る。

・令和４年12月時点で公表されている浸水想定区域（想定最大規模も掲載）、土砂災害警戒区域、ため池ハザード情報等を示した「二戸市防
災マップ」（冊子）を作成し全戸配布を実施。住民への周知並びに防災マップ活用について地域での講演等を実施。

位置図 具体的な取組み内容

施策の実施工程

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

取組項目 対策内容

工程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

避難体制等の強化
住民の防災意識向

上のための取り組み

二戸市防災マップの作製
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二戸市

実施中

二戸市防災マップ（令和5年3月）

○防災マップの更新
○全戸配布による住民への周知

○出前講座・ラジオ講座等により、住民理解を
深めるとともに自主防災の取組を推進する



○住民の防災意識向上のため職員出前講座を実施

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

市内の小・中学校や、自主防災組織・町内会（自治会）・社会福祉協議会等の各種団体、要配慮者利用施設や民生児童委員等を対象とした防災出前
講座を行い、住民への防災知識の普及や防災意識向上に努めています。

具体的な取組み内容

二戸市

【中学生による応急搬送訓練】【小学生への防災講話】 【住民への防災グッズ作成指導】

【防災出前講座】
〇講師・説明者

・防災担当職員
・二戸市防災士連絡協議会員

○受講者（令和元年度～）
・市内小・中学校
・市内県立高等学校・高等看護学校
・各地域の町内会・自治会・婦人会等
・各地域の自主防災組織
・二戸市社会福祉協議会
・障がい者就労支援事業所
・各地域の民生児童委員協議会 等

〇講座内容（主なもの）
・災害と防災
・二戸市における過去の災害
・新しい防災マップの内容、活用について
・自助・共助・公助について
・災害時（避難時）の注意事項
・災害時における身近な物の活用
・日常での備え（備蓄等）について
・起震車による地震体験
・二戸市地域防災計画について
・民生児童委員に期待される役割 等

実施工程

取組項目 対策内容

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

避難体制等の
強化

住民の防災意識
向上のための取
り組み

実施中

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。 63



「馬淵川水系」

○ 防災マップ（洪水ハザードマップ）の更新及び住民への周知

・平成30年に安比川における洪水浸水想定区域（想定最大規模）が公表されたことに伴い更新した防災マップにより住民への周知並びに自主防災の
取組促進を行う。

位置図 具体的な取組み内容

施策の実施工程

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

取組項目 対策内容

工程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

その他 防災マップの更新防災マップの更新

※位置については今後の検討を経て決定するもので最終的なものではありません

八幡平市

〇洪水浸水想定区域（想定最大規模）及び
エリアが重複しない平成25年９月豪雨に
よる浸水域を掲載し注意喚起をしている

○出前講座等を開催し、より理解を深める
とともに自主防災の取組を推進する

○防災マップの更新
○全戸配布による住民への周知

実施中 実施予定 実施予定
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〇住民の防災意識向上のための防災学習・ワークショップ（WS）の実施

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

実施工程

取組項目 対策内容

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

避難体制等
の強化

住民の防災意識向
上のための防災学
習・WSの実施

具体的な取組み内容

一戸町

・一戸高校にて令和４年度より、１・３年生を対象に防災学習や災害時対応WSを実施。講師は岩手県地域防災サポーター及び町職員。
・WSでは、１年生は避難行動のあり方や常備の必要性、３年生は避難所におけるボランティア活動について班毎に意見をまとめ、発表した。

〇WSでは、避難所にお

いて、どのようなボラン
ティア活動が可能か、
各々が学習している系
列を踏まえて（もちろん
踏まえなくてもいいの
で）、班内で意見交換し
た。

○WSで出された意見

を班毎にまとめ、発表
いただいた。

【防災学習の様子】

【班毎の発表の様子】

ワークショップ（WS）の実施

実施中

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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防災学習

○防災に関する基本的内容の確認、令和４年８月発生の一戸町
での大雨災害や、国内で頻発する大規模災害の状況、避難所で
の実態を学習した。

【WSの様子】



「馬淵川水系」

〇住民の防災意識向上のための防災学習の実施

・一戸中学校1年生を対象に防災学習を実施。講師は町職員。
・昨年の大雨被害を教訓に、近隣で起こる災害リスクの種類について講義した。

位置図 具体的な取組み内容

施策の実施工程

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

取組項目 対策内容

工程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

防災意識の啓蒙 小中高校における
防災出前授業

防災学習の実施

※位置については今後の検討を経て決定するもので最終的なものではありません
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一戸町

授業風景 授業風景

実施予定

スライド

〇令和５年度は一戸中学校で実施。今後も各学校で講義実施予定。
○防災意識を高め、災害時の早期避難行動に繋げる。



「馬淵川水系」

○ 防災ゲームの貸与・実施

・ボードゲームを介して防災意識の向上を図る。
・小学生から大人まで楽しみながら防災知識を得られる。

位置図 具体的な取組み内容

施策の実施工程

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

取組項目 対策内容

工程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

防災意識の啓蒙 防災ゲームの貸
与・実施

防災ゲームの貸与

※位置については今後の検討を経て決定するもので最終的なものではありません
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一戸町

〇通常の講習に加え、体験型・協力型のゲームにより発信・啓発を盛り上げ。
○1クラス全員が参加できるよう個数も整備。

実施予定



○防災訓練による非常時の消防機能の確認及び住民の防災意識の向上

一戸町③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

具体的な取組み内容位置図

・防災訓練（急傾斜地における中継送水訓練・避難所運営訓練・炊き出し訓練）の実施

○防災訓練の実施

【主な訓練内容】
・中継送水訓練
・避難所運営訓練
・炊き出し訓練 等

実施工程

取組項目 対策内容

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

避難体制等の
強化

防災訓練による非常時の消
防機能の確認及び住民の防
災意識の向上

実施中
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○水害避難訓練の実施や指定区域での説明会・勉強会等の開催

葛巻町③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

具体的な取組み内容

実施工程

取組項目 対策内容

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

避難体制等の強化
住民の防災意識向
上のための取り組み

位置図

定期的に水害避難訓練を実施するとともに、浸水想定区域での住民説明会や勉強会を開催し、地域住民の防災意識の向上を図ります。

水害避難訓練 水防訓練

１ 水害避難訓練の実施
各地区や施設等において、定期的に避難訓練や避難所運営訓練を実施する

２ 浸水想定区域における住民説明会・勉強会の開催
「防災ハザードマップ」等を活用して、浸水想定区域を周知するとともに、災害

発生時の避難行動について再確認する機会を設定する

実施中

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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○水害避難訓練の実施や指定区域での説明会・勉強会等の開催

葛巻町③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

具体的な取組み内容

実施工程

取組項目 対策内容

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

避難体制等の強化
住民の防災意識向
上のための取り組み

位置図

定期的に水害避難訓練を実施するとともに、浸水想定区域での住民説明会や勉強会を開催し、地域住民の防災意識の向上を図ります。

水害避難訓練 水防訓練

１ 水害避難訓練の実施
各地区や施設等において、定期的に避難訓練や避難所運営訓練を実施する

２ 浸水想定区域における住民説明会・勉強会の開催
「防災ハザードマップ」等を活用して、浸水想定区域を周知するとともに、災害

発生時の避難行動について再確認する機会を設定する

実施中

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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〇防災講演会の実施（災害時における行動の知識習得と防災マップを活用した危険箇所の周知）

軽米町③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

具体的な取組み内容

実施工程

取組項目 対策内容

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

避難体制等の強化
住民の防災意識向
上のための取り組み

位置図

・自主防災の組織率を高めるため、結成・未結成を問わず、すべての地域リーダーを対象とした防災講演会を開催するとともに、防災マップの活用につ
いて啓発する。

システム概要

実施中

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

【消防署員や防災士による講演会等】
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○危機管理型水位計、簡易型河川監視用カメラ、水位周知河川の追加、洪水浸水想定区域の公表、出前講座等の実施

青森県③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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【ホットラインの構築等】

【洪水浸水想定区域の公表】

＜危機管理型水位計設置箇所＞

・住民避難や水防活動に資する基盤整備として 、
危機管理型水位計を４河川４箇所に設置（H30）

危機管理型水位計

【簡易型河川監視用カメラ】

【危機管理型水位計】

・住民避難や水防活動に資する 基盤整備として、
簡易型河川監視用カメラを３河川４箇所に設置（R1）

＜簡易型河川監視用カメラ設置箇所＞

防災情報の取得方法

［青森県河川砂防
情報提供システム］

［川の水位情報］

http://www.kasensabo.bousai.
pref.aomori.jp/smart/

https://k.river.go.jp/

＜馬淵川水系の水位到達情報の発表基準水位＞

※避難判断水位（レベル３）に達した時点で、

三八地域整備部長 → 各首長 へホットライン を実施

水防団待機水
位

氾濫注意水位 避難判断水位 氾濫危険水位

レベル１ レベル２ レベル３ レベル４

櫛引橋上流 八戸市 1.20 2.10 3.20 4.40 Ｒ１新設

剣吉 南部町 3.00 4.00 4.60 5.90

馬淵南部 三戸町 4.70 5.00 5.50 6.60

桜沢 八戸市 1.40 1.90 2.10 2.52

西越 五戸町 1.60 1.90 1.95 2.10

橋ノ下 三戸町 2.30 2.60 2.80 3.10

三戸 三戸町 2.00 2.30 2.70 2.93

上郷 田子町 1.50 2.00 3.60 4.30

種子川 川向
三戸町
田子町

1.50 1.80 1.90 2.15

洪水予報河川
・

水位周知河川

馬淵川
（中流部）

洪水予報河川

浅水川

熊原川水位周知河川

河川名 観測所名 市町村 備 考

河川名 市町村 設置場所

浅水川
八戸市 矢沢橋

八戸市 豊崎人道橋

種子川 田子町 悪土橋

熊原川 田子町 落合橋

河川名 市町村 設置場所

土橋川 八戸市 売市４号橋

小猿辺川 三戸町 下葛子平橋

相米川 田子町 落田橋

杉倉川 田子町 新田橋 相米川（落田橋）

平常時映像リアルタイム映像

土橋川

小猿辺川

熊原川

種子川

４河川４箇所に
危機管理型水位計
を設置

＜設置位置図＞ ※川の水位情報より

４河川３箇所に
簡易型河川監視用カメラ
を設置

杉倉川

相米川

浅水川

【川の防災安全教室、出前講座の実施】
・水害や土砂災害に関する知識の習得
と防災意識の向上を図るため、
川の防災安全教室や出前講座を実施

• 河川管理者（県）から市町村長へ直接、河川水位の状況等を的確
かつ確実に提供する体制を構築（H28.12構築、H29～運用）

• 馬淵川に櫛引橋常流の基準水位を新規設定（R1）

• 馬淵川（中流）、浅水川、熊原川、種子川において
洪水浸水想定区域図を講評（H30.10.22）

出前トーク実施状況（R2.8.25八戸東高校）→



○住民の防災意識向上のため防災全般に関する出前講座を実施

青森県③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

具体的な取組み内容

実施工程

取組項目 対策内容

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

避難体制等の強化
住民の防災意識向
上のための取組

位置図

市町村等の要望に応じて防災全般に関する出前講座を実施し、あおもりおまもり手帳の内容を中心に説明することで、防災に関する知識の普及を行う。

【あおもりおまもり手帳及び出前講座の資料】 【出前講座の開催状況】
流域の町内会や企業、学校などで実施

実施中

※具体的な内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

実施工程

取組項目 対策内容

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

避難体制等の
強化

住民の防災意識
向上のための取
組

具体的な取組み内容

青森県

•洪水浸水想定区域内で自主防災組織が未設立の地域において、早期設立を促進するため、住民向けの啓発・支援を実施。
•自主防災組織設立に係る制度面・メリットの周知、マイ・タイムラインの活用による防災情報の収集・避難行動の啓発

○災害リスクエリアマップ（国土交通省） ○R3以降の自主防災体験研修会（住民向け研修会）のイメージ
①自主防災組織の必要性に関する講演

②地域に起こり得る災害を知る
（地図を使った演習）

③避難のタイミング等を考える（マイ・タイムラインの活用）

○洪水浸水想定区域における自主防災組織の設立・活動促進

実災害で被害が想定される区域において、自主防災組織の設立や活動促進を重点的に働きかけることで、逃げ遅れ等による人的被害の軽減を目指
す。

実施予定

※具体的な内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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○県の自主防災組織設立状況

令和 ５ 年４月１日時点

組織数 活動カバー率（％）

１，１０２ ５５．７

R5.7.29 新郷村

R5.10.26 十和田市



青森地方気象台③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

「馬淵川水系」

○ 防災意識向上のための取り組み

・平時に県、市町村、河川事務所等の防災担当者向けに、防災気象情報等のWeb講座を実施。
・大雨の前に、Webによる大雨警戒の呼びかけを実施し、災害後には振り返りを実施。

位置図

【平時】
・県、市町村、河川事務所等の防災担当者向けに、大雨に
関する防災気象情報等のWeb講座を実施。

【大雨の前】
・大雨等が予想される場合、関係市町村及びマスコミ等に

Webにより警戒を呼び掛ける。
【大雨の後】
・災害や避難指示発令等の対応を市町村と振り返り、検証、

改善することで地域の気象防災力の強化を図る。

具体的な取組み内容

施策の実施工程

取組項目 対策内容

工程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

防災意識向上のため
の取り組み

・防災情報のWeb講座
・警戒呼びかけ、

振り返り

・年1回程度
・大雨時

・年1回程度
・大雨時

・年1回程度
・大雨時

大雨等が予想される市町村又は実際に災害が起こったり、
避難指示を発令した市町村に対して実施。
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青森地方気象台③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

76

○線状降水帯に関する情報提供

・線状降水帯の予測精度向上の取組を順次進め、集中豪雨に対する情報を段階的に提供
・「線状降水帯」による大雨の可能性を、半日前からお伝えします

具体的な取組み内容

線状降水帯による大
雨の可能性がある程
度高いことが予想さ
れた場合に、半日程
度前から、気象情報
において、「線状降
水帯」というキー
ワードを使って呼び
かけます。

この呼びかけは、警
戒レベル相当情報を
補足する解説情報と
して発表します。



青森地方気象台③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

○水害リスクラインと洪水キキクルの一体的表示

・水害リスクライン（国管理河川の洪水の危険度分布）と、洪水キキクル（洪水警報の危険度分布）を、
洪水キキクルページ（気象庁HP)で一体的に表示。自治体・住民がより詳細なリスク情報を確認可能

具体的な取組み内容

国管理河川では、
縮小時は指定河
川洪水予報の危
険度を表示。
拡大時は水害リ
スクライン※を
表示し、より詳
細なリスク情報
を確認可能。

※水害リスクライン：
国管理河川では、計算
により推定した水位を、
左右岸それぞれ、概ね
200ｍごとに堤防等の
高さと比較し、洪水の
危険度レベルを表示。
各箇所の危険度をきめ
細かく把握できること
から、避難情報発令の
参考にできる。

令和５年
２月16日~
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青森地方気象台③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

○「あなたの町の予報官」による地域防災支援業務を強化

・地域毎の災害特性を踏まえた人材配置による「担当チーム」を編成
・各市町村固有の課題への対応を含め市町村に寄り添い、担当者同士の緊密な連携関係を構築

78

具体的な取組み内容

震度５弱の地震発生時や台風接近時
などには、気象解説等のため積極的
にＪＥＴＴを派遣しています。

【青森県災害情報連絡員会議】
積極的にＪＥＴＴを派遣

今後も、市町村に出向き実施を呼び掛ける。

•防災対応能力の向上を図ることを
目的に、気象防災ワークショップ
の開催を、県及び市町村に呼び掛
けている。

• 5段階の警戒レベルと防災気象情
報の関係など、最新の情報を踏ま
えたワークショップを実施。

気象防災ワークショップの
推進

【市町村・消防本部 危機管理（防災・消防）担当課長会議】

• 市町村等との「顔の見える関係」構築
• 災害リスクや情報利活用の研修・演習
• 防災計画や避難指示マニュアル等への助言
• 関係機関等との連携した取組

平時
• 記者会見による呼びかけ
• ホットラインによる首長への助言
• ＪＥＴＴ（気象庁防災対応支援チーム）
の派遣

緊急時

• 自治体等と共同で
「振り返り」を実施

災害後

「振り返り」の実施
【市町村担当者と振り返り】

災害や避難指示発令等の対応を市町村
と振り返り、検証、改善することで
地域の気象防災力の強化を図る。
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○浸水想定区域にある役場庁舎を高台へ統合移転し、防災機能の強化を図る。

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

旧本庁舎、旧分庁舎ともに浸水想定区域に立地していた施設を、高台へ新庁舎を統合移転し、防災拠点の機能強化を図った。

南 部 町

具体的な取組み内容

南部町南部支所

南部町福地支所
南部町役場を建設
令和３年８月２日 業務開始

南部町役場

いちょうロード

いちょうホール

南側出入口ホール

北側

南側
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○危機管理型水位計、簡易型監視カメラの設置

水位観測体制の強化を図るため、危機管理型水位計の整備を進めています。
切迫性のあるわかりやすい河川情報や危険情報を提供するため、簡易型監視カメラの設置をなどの対策を行っています。

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 国・県

危機管理型水位計設置箇所の選定基準

ア）通常の水位計も含め、各河川に１箇所以上設置
イ）通常の水位計も含め、約10ｋｍに１箇所設置
ウ）市街地・集落等を形成している箇所
エ）ダム上流等、住家がない河川は対象外

〇長期メンテナンスフリー（無給電で５年以上稼働）
〇省スペース（小型化）（橋梁等へ容易に設置が可能）
〇初期コストの低減

（洪水時のみの水位観測により、機器の小型化や電池及び通信機器
等の技術開発によるコスト低減）

（機器設置費用は、100万円/台以下）
〇維持管理コストの低減

（洪水時のみに特化した水位観測によりデータ量を低減し、IoT技術と
あわせ通信コスト縮減）

危機管理型水位計の特徴

危機管理型水位計の設置目的

洪水時の水位観測に特化した低コストな水位計を開発することで、これまで水
位計の無かった河川や地先レベルでのきめ細やかな水位把握が必要な河川
への水位計の普及を促進し、水位観測網の充実を図る。

簡易型監視カメラの設置目的

リアリティーのある河川状況を伝えることで、豪雨時などにおける住民の適切
な避難判断を促すことが目的。

簡易型監視カメラは、従来型のCCTVカメラとは異なり無線式が選択でき、電
源や通信ケーブルが不要となるため、設置できる場所が拡大した。

従来型にあるようなズーム・首振り機能を外し、1台30万円程度と低コスト化
を図り、中小河川への普及を促進する。

カメラで撮影した静止画像は、専用サイト「川の水位情報」で公開されている。

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。80



○浸水想定区域付近に河川監視カメラを設置し、町ＨＰで情報提供を実施

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

町内３カ所に監視カメラを設置し、町ホームページからリアルタイムで河川の状況を情報提供しています。

具体的な取組み内容

南 部 町

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。 81



○防災行政無線の改良

防災行政無線とは、地域住民等に対して、緊急時の気象情報及び災害情報等について、適確かつ迅速な伝達を行い、確実な情報を周知するとともに、
平常時には行政からの防災等に関わるお知らせを行う災害情報伝達の非常に有効な手段となっています。

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 流域市町村

これからの防災行政無線に必要とされる機能

1. 災害時に強い回線であり、信頼性のあるシステムであること

大規模災害時において、停電や携帯電話等の情報伝達網が不通の際にも、
確実に情報を伝達できる設備が必要とされる。

2. 安否確認、避難・被害状況が容易に把握できる「双方向通信」であること
避難所、避難場所及び孤立が予想される地域で、携帯電話や有線などの各

種情報伝達網が途切れた場合に、安否確認や避難・被害情報を取得するため、
双方向による通信手段が必要とされる。

3. 即座に放送でき、緊急度、重要度が伝わる音声であること
突発的な災害状況に対して、即座に放送できる迅速性、刻一刻と状況が変

わる中、臨機応変に対応できる柔軟性及び起伏や緩急などの変化をつけ、感
情の機微を出すことで、より緊迫感が伝わるような放送が必要とされる。

4. 総合防災情報システム等の他のシステムと親和性が高いこと
防災情報システム等との他のシステムとの各種情報データの伝送・蓄積・加

工が容易な設備が必要とされる。

総務省「周波数再編アクションプラン（令和3年度版）（案）」より抜粋。

市町村防災行政無線については、従来よりも低廉なシステム構築が可能な

新たなデジタル方式及びデジタル化のメリットを自治体に周知し、機器の更新
時期に合わせてデジタル方式への移行を推進する。

国の方針

82※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。



○防災行政無線の改良

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

・防災行政無線のデジタル化への更新を実施

実施工程

取組項目 対策内容

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

避難体制等の
強化

防災行政無線の
改良

具体的な取組み内容

三戸町

【位置図】

【現状】

昭和６２年度運用開始。平成２１年度に一部デジタル化し、現在は
アナログ・デジタルの併用型設備として運用中。

・親局設備 １
・中継局設備 １
・屋外拡声子局設備 ７３
・個別受信機 ２１０

【今後の方針】

既存防災行政無線設備をデジタル化するとともに、より効果的な情
報伝達手段となるよう更新を進める。

令和２年度 設計業務 令和３年度～４年度 更新等工事

【既存設備】

R4完了

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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〇防災行政無線の改良

五戸町③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

具体的な取組み内容位置図

防災無線室の操作卓の改良に伴い、可搬式（タブレット）操作卓を導入、整備し、多様な通信手段を確保します。

親局操作卓とほぼ同等の
機能を有する、防水・防
滴・防塵・耐衝撃性に優れ
た10インチタブレット操作
卓を導入・整備します。
庁舎内外を問わず、遠隔

操作で緊急放送をすること
ができ、有事の際の多様な
通信手段の確保につながり
ます。

【操作卓の改良（令和３年度）】

実施工程

取組項目 対策内容

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

避難体制等の強化 防災行政無線の改良 実施中

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

Wi-Fi
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○防災行政無線を計画的に更新

田子町③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

・移動系無線機を新スプリアス規格への対応機器とするため、計画的に更新を進めている。
・緊急告知放送（有線音声放送）の維持管理。

位置図

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

具体的な取組み内容

実施工程

取組項目 対策内容

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

避難体制等の強化
防災行政無線の改
良

実施中

更新中の携帯用無線機

防災行政無線（同報系）は廃止し、緊急告知放送（光ファイバ網を

活用した有線音声放送）を運用中。

【田子町の緊急告知放送施設】H22年度より運用開始

・親局設備 1式

・屋外放送設備 32基

・音声告知端末は全世帯に配布

難聴地区解消のため、屋外放送設備設置工事を実施し、災害に関す

る各種情報の伝達手段の充実を図っている。

音声告知端末
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○防災行政無線のデジタル化更新工事を実施

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

防災行政無線のデジタル化に併せ、高性能スピーカーの設置により子局数を削減することで導入・維持費用を圧縮するとともに、屋外拡声子局以外の
屋内向け情報伝達手段の運用を開始し、災害時における住民への情報提供方法を多様化しています。

具体的な取組み内容

二戸市

［更新後：高性能スピーカー] ［更新前：従来のスピーカー］

【屋外拡声子局の音達シミュレーション】
※イメージ

注）図は計画途中のもの

【屋外拡声子局の更新】

【屋外拡声子局の更新】
○子局の箇所数

・更新前 １０９局 → 更新後 ７４局

○放送の変更点
・更新前：肉声による放送 →

更新後：原則として合成音声による放送

【放送聞き直しサービス】

〇防災行政無線で放送した内容を電話で聞き直せるサービスを開始
・放送内容は２４時間保存され、新しいものから順に電話で聞くことができます
・屋外拡声子局と同様に、合成音声による自動放送が配信されます
・サービス専用の電話番号を２回線分整備し、運用しています

実施工程

取組項目 対策内容

工 程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

避難体制等の
強化

防災行政無線の
改良 実施中

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。 86



「馬淵川水系」

○ 防災行政無線屋外拡声局更新工事の実施

・令和５～６年度にIP通信（光ファイバー）網に代わり屋外拡声局（スピーカー）無線化に着手。
・高性能スピーカーの採用により拡声局を減らすことで工事費を抑制しつつ、逆に不感地域への拡声局の新規設置も容易に。

位置図 具体的な取組み内容

施策の実施工程

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

取組項目 対策内容

工程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

避難体制等の強化 防災行政無線の改
良

防災行政無線屋外拡声
局更新工事の実施

※位置については今後の検討を経て決定するもので最終的なものではありません 87

一戸町

令和５～６年度無線化

実施予定



「馬淵川水系」

○浸水センサーの整備

・浸水被害の防止・軽減、早期復旧を図るため、浸水発生時の迅速な判断・情報発信に役立つ浸水センサーを整備し、浸水範囲や浸水深を早期に把
握し、危機管理体制の強化を図る

位置図 具体的な取組み内容

施策の実施工程

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

取組項目 対策内容

工程

短期
（R7まで）

中期
（R12まで）

中長期
（R12以降）

避難体制等の強化 浸水センサーの
整備

浸水センサーの整備

※位置については今後の検討を経て決定するもので最終的なものではありません

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

実施予定

88

国・青森県・南部町

H23年9月洪水における浸水被害（南部町苫米地地区）

〇令和６年度に、浸水センサーを整備
○浸水発生を早期に把握することで迅速な判断・情報発信に活用し、被害の軽減を図る。

浸水センサー（整備イメージ）

リアルタイムの浸水状況把握



プロジェクト一覧表（１／２）

主な取組メニュー 主な取組項目 対策メニュー 実施主体 短期 中期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための
対策

洪水氾濫対策 河道掘削、堤防整備等 国・県・市町村

内水氾濫対策

雨水排水網の整備 市町村

施設の耐水化 市町村

土砂災害対策 砂防堰堤、急傾斜地崩壊防止施設の整備 県

流水の貯留機能の拡
大

既存ダムにおける事前放流等の実施・体
制構築

国・県

流域の雨水貯留機能
の向上

水田貯留（支援含む） 国・県・市町村

ため池及び調整池の維持管理による雨水
貯留機能の確保

市町村

森林整備・治山対策 国・県

被害対象を減少さ
せるための対策

水災害ハザードエリア
における土地利用・住
まい方の工夫

災害リスクを考慮した立地適正化計画の
作成

市町村

道路高台等への避難場所の整備・確保 国・市町村

町道の嵩上げ整備 市町村

早期復旧・復興の体
制強化

排水ポンプ車の配備 市町村

馬淵川水系流域治水プロジェクト 【参考資料】
～豊かな自然を抱えるふるさとを水害から守る青森と岩手が一体となった治水対策の推進～

※スケジュールは今後の事業進捗によって変更となる場合がある。また、具体的な対策内容についても、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

※実施に向けて検討する取組
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プロジェクト一覧表（２／２）

主な取組メニュー 主な取組項目 対策メニュー 実施主体 短期 中期 中長期

被害の軽減、

早期復旧・復興の
ための対策

避難体制等の強化

メディア連携による防災情報の提供 市町村

まるごとまちごとハザードマップ標識の設
置

市町村

ため池ハザードマップの作成・周知 市町村

要配慮者利用施設の避難確保計画作成
の支援

市町村

広域避難体制の構築 市町村

講習会等による住民の防災教育や防災知
識の普及促進

国・県・市町村

ホットラインの構築 国・県・市町村

ライブカメラ映像のインターネット配信 国・県・市町村

防災行政無線の改良 市町村

洪水浸水想定区域の公表 県

洪水ハザードマップの作成・周知 市町村

※スケジュールは今後の事業進捗によって変更となる場合がある。
また、具体的な対策内容についても、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

馬淵川水系流域治水プロジェクト 【参考資料】
～豊かな自然を抱えるふるさとを水害から守る青森と岩手が一体となった治水対策の推進～
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馬淵川水系流域治水プロジェクト

④市町村の実情に応じた減災の取り組み

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。 91



地域の特性等を踏まえた各種減災対策を推進

④市町村の実情に応じた減災の取り組み

八戸市

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
洪水氾濫対策
・土橋川の流下能力維持のための整備
流域の雨水貯留機能の向上
・下水道雨水幹線の整備
・ため池及び調整池の維持管理による雨水貯留機能の確保

■被害対象を減少させるための対策
水災害ハザードエリアにおける土地利用・住まい方の工夫
・立地適正化計画における居住誘導区域の見直し
・排水ポンプ車（H17購入）による内水排除作業の実施

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
避難体制等の強化
・内水ハザードマップの作成・周知
・まるごとまちごとハザードマップ標識の設置
・ため池ハザードマップの作成及び関連地域への周知
・要配慮者利用施設による避難確保計画作成の支援
・住民の防災意識向上のための防災講話や防災訓練、マイタイムライン

作成講習会の実施
・想定最大規模降雨時の浸水想定区域を反映した洪水ハザードマップの

作成・周知

二戸市

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
洪水氾濫対策
・準用河川の河川改修事業
流域の雨水貯留機能の向上
・雨水排水路の整備

■被害対象を減少させるための対策
水災害ハザードエリアにおける土地利用・住まい方の工夫
・災害リスクを考慮した住居や公共公益施設等の移転誘導

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
避難体制等の強化
・防災ラジオとスマホ（SNS）を活用した防災情報発信
・職員出前講座による防災知識の普及
・防災行政無線のデジタル化更新工事
・想定最大規模降雨時の浸水想定区域を反映した洪水ハザードマップの

作成・周知

八幡平市

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
洪水氾濫対策
・準用河川の流域河川改修事業
流域の雨水貯留機能の向上
・安代浄化センター更新計画策定予定

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
避難体制等の強化
・要配慮者利用施設の避難確保計画作成の促進
・近隣市町と避難所の受援・応援について調整を検討
・防災マップの更新と住民への周知並びに自主防災の取組促進
・防災出前講座等の実施による防災知識等の向上
・防災出前講座等の機会を活用したタイムラインを普及
・難聴地域の確認を実施中、子局の増設及び個別受信機の設置を検討
・想定最大規模降雨時の浸水想定区域を反映した洪水ハザードマップの

作成・周知

三戸町

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
避難体制等の強化
・住民の防災意識向上のための防災講話や防災訓練、マイタイムライン

作成講習会の実施
・想定最大規模降雨時の浸水想定区域を反映した洪水ハザードマップの

作成・周知

五戸町

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
避難体制等の強化
・まるごとまちごとハザードマップ標識の設置
・要配慮者利用施設に対する避難確保計画作成の促進
・自主防災組織を対象とした講習会の実施
・水防活動用品の整備
・防災行政無線の改良
・想定最大規模降雨時の浸水想定区域を反映した洪水ハザードマップの

作成・周知

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。 92



地域の特性等を踏まえた各種減災対策を推進

④市町村の実情に応じた減災の取り組み

南部町

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
内水氾濫対策

• 浸水想定区域内の施設の耐水化（検討予定）

■被害対象を減少させるための対策
水災害ハザードエリアにおける土地利用・住まい方の工夫
・道路高台等への避難場所の整備・確保
・町道の嵩上げ整備による輸送道路の確保

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
避難体制等の強化
・想定最大規模で新たに対象となった要配慮者利用施設の避難確保計画

作成のフォローアップ
・町防災訓練の実施
・役場庁舎の高台移転による防災機能の強化
・ライブカメラ映像のインターネット配信
・防災行政無線の改良、周知方法の検討
・想定最大規模降雨時の浸水想定区域を反映した洪水ハザードマップの

作成・周知

葛巻町

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
避難体制等の強化
・要配慮者利用施設の避難訓練等の支援（計画実行力強化）
・水防避難訓練の実施や指定区域での説明会・勉強会等の開催
・想定最大規模降雨時の浸水想定区域を反映した洪水ハザードマップの

作成・周知

田子町

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
避難体制等の強化
・自主防災体験研修会の開催、防災マップ更新に伴う防災知識の普及促進
・防災行政無線の計画的な更新
・想定最大規模降雨時の浸水想定区域を反映した洪水ハザードマップの

作成・周知

軽米町

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
避難体制等の強化
・防災講演会
・広報による防災知識の普及啓発
・想定最大規模降雨時の浸水想定区域を反映した洪水ハザードマップの

作成・周知

一戸町

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
避難体制等の強化
・自主防災組織や町内会の避難訓練等での講習会
・防災行政無線の改良
・想定最大規模降雨時の浸水想定区域を反映した洪水ハザードマップの

作成・周知

新郷村

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
避難体制等の強化
・住民の防災教育や防災知識の普及促進
・想定最大規模降雨時の浸水想定区域を反映した洪水ハザードマップの

作成・周知

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。 93


